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はじめに
私は保育所や幼稚園を訪問して保育実践を拝見する機
会をよくもつ。また保育者と保育実践について検討しあ
う機会もある。私か乙のような機会をもつのは.定期的
である場合もあれば一回きりである場合もある。
在、がとのような機会をもっその目的は二三つある。その
第ーは保育実践を見たり保育者と検討しあうという経験
を多くもっという乙とである。そして保育現湯の現状を
少しでもよく知るという乙とである。また保育現場では
今何が課題になっているかを知るととである。私は乙れ
らのζとを参考ーにして私の保育研究のテーマを決める。
また自分の研究への多くの示唆を学びとる。
第二は私の保育研究のための資料を保育現協で蒐集す
る乙とである。私の保育研究の主たる大きなテーマは，
f障害児jをとのように保育すればよいか，ということで
ある。「障害児j保育の目的や意義，その保育内容や保育
方法を理論的iζ明らかにする乙とである。乙のような研
究の資料を保育現場で蒐集するのである。{9IJえば保育カ
リキュラムの占かれたプリント.保育者と殺との連絡ノ
ート，保育臼誌などをみせていただく。また自分で保育
実践を観察記録しそれを資料とする乙ともある。
第3IC:.保育研究を保育者と共同して行うためである。
定期的IC:保育現暢を訪れるのは，乙の共同研究に参加す
る場合が多し、。「障害児Jの保育の事例をもとに保育のねら
いや保育実録が適切であったかどうかを検討し合うので
ある。
ととろで f障害児J保育の研究といってもその研究の
内容は多岐にわたる。「障害児J保育の目的，方法.内容
のそれぞれが関.i!J!をもちながらも，個別K研究される必
要があろう。また「障害jの種頬や柊l!Vζよヮても研究
が異なってくる。保育一者相互の協力の在り方についての
研究も考えられる。親や専門機関との協力の症り方を明
らかにする ζとも僻究の一つである。
ζのように「障害児J保育の研究といっても彼雑多岐
にわたる。私は乙のような複雑多岐にわたる保育研究の
なかで，保育実践を対象とする研究にとりくんできた。
乙とでいう保育実践とは，保育者が窓凶的に子どもにか
かわる(あるいはかかわらないとともある)実際の保育
場面のζとであり，学校ILおける授業lζ相当するものである。
保育実践の研究は保育実践を何らかの方法で記録に媛
しその記録を研究の資料として研究が行われる。保育実
践そのものは瞬間瞬間に消え去っていくものだからであ
る。 ζの場合記録としてはまず保育省や観察者の記憶を
あける乙とができる。またそれらを乙とはとして表現し
た観察記録もその一つである。またテープレコーダー，
???
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8ミリ，写真，ビデオなどで記録lζ残すこともできる。
いずれの手段をとるにせよ，実践の記録を研究の資料と
するのである。
私は保育実践の研究を乙とばで記録した資料(実践記
録)を用いて保育者と共同研究するその方法を模索して
いる。本稿は乙の保育実践の研究方法のーっとして.実
践記録を資料とする方法の意義とその笑際のすすめ方を
明らかにする乙とを試みたものである。
本稿では，ます実践記録を用いた保育研究のいくつか
を具体例をあげて検討する。次K私が保育者と試みてき
た方法を検討する。そして最後に実践記録のとり方，実
践記録を資料とする保育研究のすすめ方を実際に活用で
きるような技術として示す。
I 本稿の目的
l 保育実践の研究方法として，実践記録を資料とす
る方法の意義と問題点を明らかにする。
2 保育実践の研究方法として，実践記録を資料とす
る方法の具体例を示し，その検討をとおしてとの方法の
実際的な技術を明らかにする。
3 保育実践の研究方法として，実践記録を資料とす
る方法を保育者との共同研究1:より行う乙との意義と問
題点と課題を明らかにする。
E 実践記録の分析による保育研究の例の検討
まず，従来の実践記録の分析による保育研究の例をい
くつか検討する。
1. 保育雑誌の例
(1) 月刊保育雑誌「保育専科jの1983年6月号におい
て，特集 ・事例の読み方，がくまれ「保育を見つめる日」
というテー7でt二つの事例が検討されている。私はまず
この特集を検討してみる。
編集部は乙の特集の趣旨を次のようκ書いている。 「保
育を学ぶためには，実際に保育をすること以外K.保育
事例をしゥかりと読む乙とも欠かせません。しかし，そ
の乙とによって得るものは，読み手の保育iζ対する洞察
力Kよっても違ってきます。そ乙で，研究者と実践者の
二人の先生に，事例を読んで話しあっていただきました。
お二人の，事例をどのように読み取っていくかの道筋は
とても参考になる ζとと思います-oJ1) 
次1:乙の特集で検討された幼稚園の事例 Iiせんた
くJ(年中組)をそのまま示す。
入園聞もない時期，砂遊びiζ熱中していたA子が'充
生，くつ下泥だらけになっちゃったd と持ってきた。
私は rそう，じゃ洗たくして，乾かしてお乙うね」と
言って.A子のくつ下を洗い，干しておく。
それ以来，私は汚れたくつ下を洗たくし，帰りまでに
( 2 ) 
乾けばはかせ，乾かなければ，ビニーlレ袋lζ入れて持た
せるようにした。
五月のある日，私がB子の汚れたくつ下を洗たくして
いると. B子はじっと見ていて 「先生，私も洗いたいな
あ」と言うので，二人で片方ずつ洗った。B子は，まだ
よくしぼれない。
B子はビシャビシャのまま干す。降園時，保育者の洗
ったくつ下を見くらべて 「あれ，私が洗ったくつ下，ま
だかわいていないねJ と不思議そうに見ていた。
乙の経験をきっかけに，洗たくとっ乙が続いたので，
ビニーノレロープをはり，洗たく干し場を作る。
ある風の強い日，女児数名がハンカチを洗たくする。
そして，干したハンカチが嵐iζ飛ばされた。そして落ち
たハンカチを捨ってきたC子は r先生，さっき洗たくし
たハンカチ，もうかわいたよ」と不思議そうに見ていた。
特集ではζの事例を資料にして研究者と実践者の対談
が脅かれている。そしてこの対談の聞にポイン卜という
粋囲みのまとめが婦人されている。つまり， 対談とポイ
ントが lセットになっている。乙のセットが乙の事例 I
1:関しては五つある。なお ζの事例の提供者(幼稚園の
先生の名前が4名あげられている)と対談をしている研
究者，実践者とは直接関係がないようである。
本特集は先lとあげた事例 Iの他iともう一つ年中組の事
例Eがとりあげられ，先の事例と同様に乙の事例lζ対し
でも対談とポイントが脅かれている。そして最後に二つ
の事例の検討のあとで，まとめとして研究者によって「事
例の中から見えてくるもの」が脅かれている。
ζの「事例の中から見えてくるもの」によると， ζ乙
でとりあげられた三つの事例は r幼児の科学性の芽ば
えを育てる」というテー7 で地方の研究会で発表された
ものだというととである。ζの事例を乙の対談者たちは
「乙 ζでは、科学性'というテー7 にこだわらずに、保
育をどう見るか' 、事例をどのように読み取っていくか'
という乙とで話しあいました。J21 と言っている。
さて保育者と実践者による乙の事例の 「読み方」をみ
てみよう。
研究者は 「事例の中から見えてくるもの」というまと
めの中で「直感的なひらめきの大切さ」という中項目の
見出しをつけて次のように書いている。
西野先生(対談相手の実践者・堀注)が事例 Iを読
んで，まず感じたのは，乙の保育は子どもの感情が大切
にされているというととでしたの
このことについては，私も直感的に(傍点，掘)それを感
じ取るζ とができました。
保育を見たり，事例を読んだりしたとき，この直感的
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に感じられるものが案外大切なのです。そ乙で，それを
単なる1立感にとどめてしまわないで，話しあいによって
具体化する乙とを試みたわけです。
ての保育には生活ーがある，という私の考えも，閉じ
ように、生活とは何か，を話しあうことによって.明6在
化しようとしました。 (17頁)
つまり対談では，①乙の保育は子どもの感情が大切に
されている乙とを具体的に諭じ，②乙の保育ICは生活が
ある ζとをI開催化して論じた.ということを言っている
のである。
そ乙で①について検討する。乙の部分の検討ははじめ
の対談とポイントの中に.dかれている。対談者らは，先
の事例にもあったように，保育者が子どもの泥だらけの
くつ下を洗たくした乙とを指して，これは子どもの感情
が大切にされている乙とだと考えている。子どもが身に
つけていたものを脱いで洗ってもらう乙とは，人間にと
って深い意味を持つもので，子どもは直接的ではないけ
れど，スキンシップを感じる，というのである。そして
乙の乙とは母親の感触につながる，と言う。乙う述べた
後でポイン卜として 「子どもの感情を大切に」というタ
イトノレで次のようにまとめられている。
保育の対象は幼児であり，保護とか養育的な要素が
必要であるにもかかわらず，学校的iζ整備されるとどう
しても保育省の母親的配慮が減少する傾向になります。
実は乙の乙とは，大変な乙とで，それが欠けると保育
が始まらないと2ってもよいと恩b、ます。
| 乙の事例では 保育者の母親的配慮州られ，子ども
の感情が大切に容れていたと言えます。(10頁)
はたして乙のようなζとが言いきれるのだろうか。私
には，対談省らか. r保育者は母親的配慮をなすべきだ]
というJ5・えを予めもっていたとしか思えなし、。乙の自分
たちの考えを実践記録を読んで1直感的に事例の中の乙と
からにむすびつけたと私は推測するのである。実践記録
から学ぶべき点を鈍Hi:lしたのではなく自分たちの言いた
いことを実践記録にあてはめて述べているのである。
はたしてA子は，保育者がくっ下を洗たくしてくれた
乙とによって保有者に母親の感触を感じと ったのであろ
うか。6(fかに子どもは自分の身につけるものを家庭では
母親に洗たくしてもらっている。だからといって乙の事
例のA子が保育者に母親を感じたと言えるだろうか。つ
まり乙乙で検討しなければならないのは.Aチの感情の
具体的な内容である。
Aチが 「先生，くつ下泥だらけになっちゃったJと言
ってきた時. Ai三はどんな感情を抱いていただろうか。
A子はくつ下が泥まみれICなったのを困った乙とと恩っ
( 3 )
ていたのたろうか。乙れだけの記録ではわからなb、。遊
びきった満足感が顔にあふれくつ下の汚れは余り気にし
ていなし、かも知れなb、。あるいははきかえるくつ下があ
るので気にしていなし、かも知れなし、。 ~IC母線にお乙 ら
れるのではなし、かと困った顔をしていたかも知れない。
乙れは推測するしかないのである。
対談ではA子がくっ下が泥まみれになった乙とを困っ
たこととしてとらえているように思われる。そしてくつ下
を洗たくしてくれた保育者に子どもは母親的な配慮を感
じていると対談者らは事例を読んでいるようである。
対談者は実践記録を読んで自分たちの直感的なひらめ
きを対談の中で具体化したと言っているが，乙の具体化
の内容は，くつ下を洗たくする乙とが母親的配慮になっ
ていてチどもの感情を大切にしている，という乙とであ
っfこ。
対談者らの読みとり方には次の二点において独断がな
されている。
① チどもの感情がどんな感情だったのか記録からは
読みとれないのにもかかわらず，保有者がくっ下を洗た
くした ζとが子ともの感情を大切にしたと解釈した乙と。
② 保育者がくっ下を洗たくした乙とを母親的な配慮
と解釈した乙と。
つまり以上の乙とから言える乙とは，対談者は事例 I
から参J7としうる事柄を導き出してきたのではなく.i2!
1:対談者らの身えを事例 Iを利用して発言したにすぎな
いのである。
乙の維誌の特集は，あまりにも事例の記述が短かく限
られたものである，という点に第一の欠陥がある。また，
ζの事例は.先の保育者のまとめの中にも23かれていた
ように，本来 F幼児の科学性の芽ばえを育てるd という
テーマで地方の研究会で発表されたものなのだから，乙
のテー?に即して読まれなければならなかったのである。
乙の特集を私が読んで.r実践記録(乙の場合事例)を
読む」とで注怠しなければならないと気ついた点を以下
1:あげる。
A.ヌミ銭記録は記録をとった目的lζ即して検討される
べきである。
B.実践記録の検討は実践記録IC.占かれている乙とば
から解釈されるべきである。
C.子どもの感情とか生活とか大きな概念、が問題にさ
れる時には，少なくともどんな感情か，どんな生活か，
を実践記録の乙とばから具体的に指鏑すべきである。
保育雑誌では事例が紹介されその事例を用いて自分の
主張したいζとを述べるやり方がよく行われる。その局合
まず事例そのものが記録として不十分な場合が多い。ま
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た一つの事例から余りにも一般的な大きなテーマが語ら
れるという乙ともよくある乙とである。とのような事例
のとりあげ方は実践者に対して失礼である。その点乙の
特集の場合，読み方IL疑問があるが，事例の出典につい
てふれられているのはまだすくいがある。
(2) 次lζ同じような保育雑誌の例を検討する。乙の例
は(1)よりも保育実践についての検討が実践記録に即して
行なわれている。乙の例は保育実践研究として月刊雑誌
「現代保育Jに毎号連載され，乙の掲載の最後ICは保育
実践研究会参加者の名簿が付記されている。おそらく保
育実践の研究として実践記録を用いた方法の重要性を認
識しての連載であると考えられる。
乙乙では保育実践研究⑫ i'"しぜんのく 1C..nて‘自発性を
育てるJ.としづ大見出しで，小見出しが 「異年齢集団で
のかかわりを中心ICJ31となっている実践報告と， 乙
の報告の検討である i'"実践の記録」を蕊んでjを検討す
る。
乙の実践記録は，次のように倦成されている。まず見
出しだけを以下にあげる。
1. ‘しぜんのくにのあそび'とは
研究テー7
2. どのように自然とかかわって遊んでいるかを調査す
るあそびの記録
サクランポとり(三 ・四 ・五歳児)
竹の皮を使った忍者ζ っ乙(四 ・五歳児)
池iζ入って遊ぶ(三 ・四・五歳児 ー 17名)
考察
3. iしぜんのく ILJにおける友達同土のかかわりを調
査する
考察
4. あそびlζ参加しなかったA子を追って
一学期
三学期-9月一一
一一I明 一
一一11-12月一一
三学期
さらに雑誌では.i一日の流れJiしぜんのくにで行った
あそび(一学期)Ji実際例，ケース1.通園グループの
仲間が中心にいろいろな友達とかかわっていく」が表と
して掲載され，また圏内図が脅かれている。
乙の実践記録は小見出しにもあるように異年齢集団に
よるあそひ、の必要性が脅かれている。それも単iζ実践の
報告にととまらず自分たちの実践を対象にした研究のレ
ポートとして書かれている。だから乙そ考察やまとめが
書かれているのである。
私がζの雑誌を検討するという乙とは，実践者による
実践の研究報告と，乙の研究報告を対象IC保育実践研究
会参加者による i'"実践の記録」を読んでjの二つについ
て検討するという乙とである。つまり私の検討はいわば
第三回目の検討という乙とになる。
私は乙の実践記録の中心テーマである累年齢集団のあ
そびについての研究を検討する。
実践記録ICは‘しぜんのくにのあそび，を「年齢別組
編成を解体した異年歯告による保育活動の一つである(解
体保育と呼んでいる)oJと脅かれている。そしてその目
的を次のように書いている。
最近は鶴市化の波で，子どもたちがあそび場を失った
乙とや，兄弟数が少なくなった乙とで，異年齢によるあ
そびの場が園生活のなかに必要であると考えたからであ
る。また，自発的IC遊ぶ子どもを育てるためには，実年
齢によるあそびがより有効ではないかと予想したのであ
る。 (22頁)
そして毎週土曜日に全園児が一日中、しぜんのくに'
で遊び.i保育者は子どもたちを規制する乙とは極力避け，
必要と思われる遊具や舟具を整えたり，安全面で配慮し
たりするほかは，保育者も子どもといっ しょに遊び，で
きるだけ子どもたちの自発性を重んじるように心がける
のである。J41 
乙のような目的と方法によってとりくまれた、しぜん
のくにのあそび，を実践者ははたして子どもたちは自発
的lζ遊んでいるのだろうか，と次の三点から観察・調査
をしている。1. あそびの記録 2 友達とのかかわり
考察 I 3. あそびlζ参加しなかったA子を追って，という観点
5 まとめ一 子どもたちは自発的に遊んでいるかー | からである。そして先にも述べたように乙の3点のそれ
① 自然環境が自然に自発性を育てる 1 ぞれについて実践者による考察が書かれている。
②異年齢の友達集団が自発性を育てる | 私もまず，乙の三点について検討してし、く 。
① 一人ひとりの子どもの姿を認め，個々にあった 1 あそびの記録について
指導配慮が必要である (22頁-29頁) | 実践記録には， 、しぜんのくにのあそび'の例が三つ
乙れをみてもわかるように乙の実践記録は五つの部分 紹介されている。乙の例の中で，竹の皮を使った5歳児
から成り. 2. 3. 4についてはそれぞれ考察がなされ， の遊びを真似て忍者どっ乙 iζ参加していく 4歳児や，メ
最後に5，で全体のまとめがなされている。 ダカを追し、かけて池の7]<をにどらせる 3歳児IC5歳児が
(4 ) 
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注意したり，めだかを手のひらにのせている3歳児に「そ
んなととをしたら死ぬぞ!Jと5歳児がどなったりして
いる盗が儲かれている。そして考察では 「年聞を通して
見ると，それぞれの季節に応じたあそびを自然に行って
いる ζとがわかるjと述べ， r乙のように子どもたちは，
・自然環境のなかで思いのままに自然とかかわり，あそび
を発見し，あそびを発展させていくのである。つまり自
発的i乙遊んでいると言えるのではないだろうか。J5) と
占き、しぜんのくにのあそびm が成功だと評価してい
るのである。
これに対して r'"実践の記録d を読んでjでは， rあそ
びの記録からも，まるごとの自然が幼児たちに乙たえて
くれるさまざまな袋が表れていてうらやましい限りです。
できるだけ自然にまかせ，規制lを少なくしようとする配
慮もうなずけます。J6)と本実践に対して肯定的評価を
しながら次のような疑問を提出している。
しかしながら，あえて言及するなら， 、しぜんのくに
をもっと活用できないのか。一週間のうち土曜日だけし
か‘しせずんのくに'で遊べないのか。 ‘しぜんのく lゲ
であしたもあそび続けたいというような心のさけびにど
う乙たえていくのだろうか。 、しぜんのくに'以外の日
常の図での生活ゃあそびとどのようにつながるのか，つ
なげているのだろうか。日常の園の生活ゃあそびの自然
と、しぜんのくに'の自然との関連なり，指導の理念ゃ
あり方などをお聞きしたいところです。(30貞)
つまり，乙 ζでは実践記録lとみられる‘しせrんのくに
のあそび.Iζ対する評価を唱に、しぜんのくにのあそび'
が成功したかどうかにとどめず，保育活動全体の中でも
う一度とらえなおすべきである，という抱衝である。乙
の点について実践者がどう与えているのかは実践記録で
は読みとれない。
保育の一日の流れが表として紹介されているが，これ
によると月， ;j(，木，金曜日i乙は午前8H寺から 9時まで
「なかよし活動」というのがある。そしてとの点に関し
て注として， rなかよし活動Jとは，r自由あそびゃ仕事
を見つけて自由に行動する(屋内外を問わず)乙とが原
則である。一方，保育者にと っては，指導計画IC沿って
自由に使ってよい時間でもある。」と書かれている。つま
り乙の 「なかよし活動」はいわゆる設定保育をする時聞
にも使えるわけである。もしそうであれば乙の闘での指
導の埋念ゃあり万が例えば非常に極端に言えは 「土i確日
ぐらいは自由に遊ばせてあげたい」という考えである可
能性もあるのである。もちろん乙の幼稚園がそのような
極端な指導開念をもっているとは考えられないが，実践
記録をみる限りこの可能性が全くないわけではないので
ある。乙の点について何もふれられていないからである。
乙の‘しぜんのくに'の実践と、しぜんのくに'以外
の実践とがどのように関係しているのかについては，実
践記録からは明らかにできなし、。その煙由としては三つ
考えられる。まず実践記録の3き方が不十分であった，
というととである。他の一つは，乙の‘しぜんのくに'
の実践を行う時点では， ‘しぜ/JJ)くに'以外での実践と
の関係について考慮されていなかった，という乙とであ
る。私は後者であるように思うが，ζれはあくまで推測
にすぎない。
このように限られた実践記録では検討しえない問題が
出てくることはよくある乙とである。しかし実践記録を
書く分量が限られているから乙ういう乙とはやむをえない
ととなのだと考えてしまうのは誤りである。乙の実践記録の
場合，上記の点つまり、しぜんのくに'の実践と‘しぜ
んのくに'以外の実践との関係について述べ，日常の閣
の生活ゃあそびの自然と、しぜんのくに'の自然との関
連なり，指導の理念ゃあり方についてもぎくべきであっ
たのである。
つまり保育実践の記録を書くときはなぜ乙の実践が対象
とされ記録されたのかについ~，その記録の対象となっ
た実践と記録の対象とならなかった実践との関連につい
ても記録の中で芹く必要があるわけである。
そ乙で次のように言う乙とができる。
実践記録は実践の部分の記録である。それゆえ記録と
して書かれなかった部分についての実践はどうであった
のか，実践全体lζ対するま基本的な考え万が，記録された
実践との関係において舎かれるべきなのである。
このζとは，2友達とのかかわり，についても同じよ
うなととが言える。
2について実践記録では 「考察Jにおいて次のように
苦かれている。
しぜんのく ICで遊ぶとき， ~垣園クループ(異年働集
団，堀注)の仲間を中心Itいろいろな友達とかかわって
し、くケースが非常に多く見られた。次いで，組の仲間を
中心It，いろいろな友達とかかわっていくケースが多い。
また，どのケースにも見られることは，あそびの進行lζ
伴って，.@図グループや組の仲間がかかわってきており，
よいあそびを発展させていくようである。
| 通園グルーフ@の仲間で遊ぶとき，年長児はあそびをリ
ードするととが多し、。約束ごとやノレーノレを作り，あそび
をくふうしたり，まとめたりしてし、く。一方年少児はあ
そびlζ参加する乙とで，自然にあそびを知り， )レーノレを
守って遊ぶ楽しさや協力する乙となどを経験してL、く 。
つまり，あそびを学留していると言える。 ζのように，
(5 ) 
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晃年齢の仲間が子どもたちにとってはより遊びやすく ，
よりあそびを発展させていくようである。年長児は年長
児なりに，年少児は年少児なりに，自発的1[.遊んでいる
と言えるのではないだろうか。 (26頁)
乙れに対して r"実践の記録」を読んで」の中では，異
年齢グループの遊びについて肯定的例面を認めながらも
否定的側面がないかが指摘されている。
自然な(? )社会的つながりである通園グループが
一つの核になり，ある意味でよりと ζろとなっている乙と
は，そζから縦や横へ飛期もでき，幼児たちの人間形成
にも寄与する乙とにもなり.良いととだと思います。乙
の通園グループを固定化しすぎたり，あまり強く規制し
てしまうと，年長児がいやいやしながら面倒を見させら
れるだけになったり，年長児としてのあそびにもならな
くなってしまう場合が起ζります。ほかの生活湯面でそ
れらは解決されていると恩われますので，紀憂かも しれ
ませんが気にもなります。幼児たちのあそびを見守りな
がらも，フレキシプノレな側面を保障して，それぞれが飛
|掬で‘きるよう叫っていく乙とカ哩まれましょう。 (30
頁)
乙のように実銭記録では，異年齢の仲間の良さを述べ
r"実践の記録」を読んで」ではその弱点を示摘している。
乙れは一体どういう乙となのだろうか。 一つは，実践記
録1[.普かれている考察が一面的であったという乙とであ
る。 r"実践の記録」を読んでJ1[.も脅かれているように
同年齢の仲間での遊びの意義と必要性との対比において，
異年齢の仲間の遊びの意義と必要性が検討されなければ
ならなかったのである。そして，同年齢の仲間での遊び
と累年併の仲間での遊びのそれぞれについて長所，短所
が検討されなければならないのである。
実践記録が実践者による意図的なとりくみの成果とし
て報告される場合，どうしても自分の実践のプラス面だ
けが強調されがちになる。乙れはかえって自分の実肢の
価値を半減させてしまいかねない。そうならないために
はとーの点についてど乙まで実践としてとりくまれどれだ
けの成果が得られたのか，が実践の具体的事実1[.即して
記録されなければならない。
例えば 「通園グループの仲間で遊ぶとき，年長児はあ
そびをリ ードする乙とが多い。約束ごとやノレー ルを作り，
あそびをくふうしたり，まとめたりしていく 。J7)と実践
記録lζ脅かれているが，どんな遊びをしたときに乙の乙
とが言えたのか，を具体的に明らかにしていく乙とが必
要なのである。つまり遊びの種類によって年長児のリ ー
ドが必要な湯合とそうでない場合がさらに検討されなけ
ればならないのである。つまり「遊び一般Jについて年
(6) 
長児のリードが必要というようκ安易な一般化を避ける
乙とが必要なのである。
またたとえば，遊びをリードする乙とと自分が十分κ
遊びきるという乙ととは常1[.一致するのではないのであ
る。どんな時に遊びをリードする乙とが遊びきる乙とに
もなっているのか，あるいはなっていないのかが明らか
にされなければならないのである。
乙乙で次のことが言える。
実践記録を検討するというζとは，実践を評価するこ
とである。
実践の評価においては，記録されている事例からすべ
ての事例に妥当するような一般化をすべきでない。ζの
場合，なぜそういう ζとが言えるのかという乙とを具体
例として展開するにとどめるべきである。
実践記録からある乙とがらを読みとる場合. r Aであ
るjと考えられる一面だけを考察するのではなく. r A
でなL、j局面についても考察する必要がある。
乙の実践記録の 「まとめJの第二1[.. i異年齢の友達
集団が自発性をffてるJというタイトルで次のようにま
とめられている。
身近lζ共鳴し合える友達がいる。図ったとき助けて
くれる友達，遊んでくれる友達がいる。知らない乙とを
教えてくれる友達がいるなど.子どもたちにとって通園
グループの友達，つまり呉年齢による集団がもっとも滋
びやすく，あそび1[.打ち込めるはずである。 (29頁)
乙のまとめは明らかに言いすぎである。異年齢による
集団がもっとも遊びやすいとか，あそび1[.打ち乙めるは
ずである，とは決していえないのである。乙の乙とはr'実
践の記録」を読んでJ1[，も次のように指摘されている。
累年齢集団乙そ自然であり(社会的人間集団を考え
てみればわかる).望ましいという ζとで，ただ異年齢
集団になっていれば良いとか，異年齢集団を唯一絶対の
ものとして取り七げてしまい，幼児の異年齢集団の短所
なり，内包しやすい問題点などを無視している場合もよ
く見られます。同年船集聞についても長所はあるはずで
す。二者択一)0¥1[.判断してしまう乙とは，望ましいとは
思えません。幼児1[，何を身につけさせたいのか，戸jを期
待したいのかなどにより.もっと柔軟にそれらを取り上
げていったり，配慮したりする ζとが必要だと恩うので
す。 (31頁)
乙の雑誌の保育実践研究のように，実践記録を批判的
に検討する乙とによってはじめて実践記録の岱き方の不備
と実践そのもののも寸苛題点とが浮かびあがってくる。
乙の r"実践の記録d を読んでJを，実践記録の提供者
つま り実践者が読めばおそらくその中で備摘された問題
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に対して実践省としての応答をするのであろう。異年齢
の仲間による遊びの霊安性は，同年齢の仲間の遊びの
実態を認識して 自発的K遊ぶチどもを育てるためには，
異年齢によるあそびがより有効であるのではないか。 J
(前述，乙の実践の目的)と巧ーえてきた経過があると予
想されるからである。
だから乙の実践がとりくまれるに至った絞~が恐いて
あれば何故乙うも累年齢の仲間のあそびを強調するのか
は.f'M解されたと思われる。
しかし，ただ乙のように実践記録上の不備を過去にさ
かのほってとがめるよりもむしろ，乙のような批判的検
討に対して実践者からの応答が例えば雑誌の次の号で容
かれればその}jが実践研究はすすむのではないか，と私
は考える。乙の雑誌の |保育実践研究」は一回きりで次
にはまた新たな実践記録の検討がなされている。乙れで
はせっかく の実践記録iζ即した研究も深まらないし，実
践者1:対しても失礼である。少しでもベージをさいて実
践研究が継続深化されていく乙とが必要と思われる。
乙ζで次の乙とが言える。
実践記録の検討K実践者が参加しない場合，実践記録
の検討で出された疑問や問題点lζついては実践省が乙れ
にζたえる機会が与えられる必要がある。そして実践の
提出{1と研究する者とがその内容に即していわばキャッ
チボールをしながら検討をすすめる乙とが望ましいので
ある。
(3) Jj刊保育雑誌 「現代と保育」は実践記録の分析を
通して保育研究をすすめようとして編集されている数少
ない雑芯.の一つである。毎号実践記録と実践分析にかな
りの紙数をさいている。たとえば 1980年10月号(第8
号)には.実践記録として 「子どもたちに自然とのふれ
合いを一一都市にある保育所での試み一一Jr仲間と闘っ
って生き生きと生活できるように-K湾の記録と実
践一一 「サッカーにとりくんで一一対抗試合に向けた一
年間のとりくみJr寿地区における保育一一日属労働者
とその家族の住む街一一」が保育所から報告され，乙れら
の実践記録に対してそれぞれ実践分析がなされている。
乙の 「現代と保育Jにおいては，実践記録のRき方は
各記録各線で，分析も分析者の自由にまかされているよ
うである。分析者は実践記録を23いている保育所と直接
何らかの関係をもっ人で・ある場合と.無関係の人の場合
とがある。なおうた践分析には roo保育園の実践を読ん
でJというサブタイトルがつけられている。
上記の実践記録と実践分析の中の.実践J己録のとり方
と分析のf1:方iζついて参考となると考えられる 「サ yカ
ーにとりくんで」を検討してみよう。
( 7 ) 
実践記録は見出しとして，闘の際安，子ども像と年間
のとりくみの概要，園でのあそびの術導についてのJ5-ぇ
ノ)，サッカ一大会のお乙りと現在までの経過，サッカー
における集問づくりの押え， 1979 (flil和54)年4) J船め
の子どもの状態，第一期のとりくみ.第二期のとりくみ、
第三期のとりくみ，第四期のとりくみ.おわりに，とな
っている。そして闘周辺見取図，クラス別人数のぷ.サ
ッカー各期毎の①めあてづくり，②役割lづくり，③きま
りづくり，0討議づくりの表，チどものサッカ一大会の
Jレー Jレの表が円かれている。
乙の実践記録は記録としてよくまとまっている。図の
綬要と ζの実践記録でとりあげられた実践のねらいと}j
法と経過がバランスよく書かれている。乙れは実践記録
ICも脅かれているように，乙の実践記録を書いた人たち
が保問研の学留会に参加している乙とによると~えられ
る。 (保問研の活動については日の2で述べる。)
サッカーを泌して子ども集団を組織していく乙とを目
的にして行なわれた実践が四期にわけで整理されて脅か
れている。乙の実践記録に対して分析者(乙の分析者は
何度も乙の保育所を訪れた乙とのある大学教員)は次の
ように指嫡している。
しかし，新問の保育者たちが，乙の文脈から F自覚
的lζ」実践記録をさfきあげようとしていたかどうかあい
まいです。 rm団づくり」の側面からみたサッカーか中
心にはありますが，乙れと予盾するもので'はけっしてな
い，あそびの発展としてのサッカーや 「身体づくり」の
脱聞としてサ yカーが，整理されないまま提山されてい
る気がします。 (傍点，掘)サッカー1:は，多極多織な
~柄がかかわっています。 もし 1 つの角度からζれを
取りあげようとするのであれば，中心紬を何とするか段
初1:乙とわっておけば良かったのではないでしょうか。
そして.その地点にひきつけて丹くと，実践がより鮮明
に伝わったのではないでしょうか。 rったえあいわかち
あう1Jj を育てる ζとを紬にするならするで，目線とし
て，明確に保持し，その下で，各期における保育省の働
きかけの中身とその子どもたちの生きた姿を悩ききる努
力が集中的1:行なわれる必要があります。 (139頁-140
頁) _j 
つまり分析者は.実践記録は自覚的1:Jl'かれるべきで
あると述べ，記録をとる目的を明般にし.そのkで乙の
口的lζ却した保育者の働きかけと子どもの姿を記録する
必要がある乙とを指鏑しているのである。記録にはあそ
びの発展としてのサッカーや身体づくりの展開としての
サッカーが記録されているが，あそびの乙とを中心lζS
きたいのか，身体づくりの乙とが将きたいのか畷昧なま
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ま同っているという指摘である。サッカ-1{:は，多種 |者が抑えておく雌があると思います。
多機な'J柄がかかわっているからどの視点からサッカ一 分析者は記録者がなぜ ir身体づくり」の展開の筋道た
をとりあげfるのかを明確にする必要があるというのであ けは，押えておく必要があるJのか，乙の理由をdかな
る。 ければならなし、。なぜなら，乙れは分析者の記録1:対す
しかし乙のように偲摘したあとで，分析者は，iサッカ る 「ないものねだり」になっているからである。健かに
一実践を総体としてみるときJ(傍点堀)にはJあそびj 先に述べたように記録をとる巨的が明確でなかった。し
についての検討の他1:，i身体づくり」との関連性と「サ かしだからといって「身体づくりJだけは押える必要
ッカーの技術の構造Jについてほとんど検討されていな があるという乙とについて記録者は資められる筋合いは
い，と述べ，I乙れは，私の欲張った注文かもしれません。 ないのである。
今回の報告は5J1]のととろに焦点があるからでしょうか。 おそらく記録者は「身体づくり」についても考えてい
実践記録のなかでは確かに関連する事柄がでてきます斗8) たであろう。だからなぜ 「身体づくり」を容かなかった
ときいているのである。 かは問われるにしても， i身体づくりJだけは仰さえる
以上のような分析者の指摘は明らかに矛盾している。 必要があるのだという乙とにはならないのである。まず
本来多種多様な事柄とかかわっているサッカーを 1つ 分析省がなぜ 「身体づくりJを押さえる必要があるのか
の目的から焦点づけてま首量するべきだと書きながら，サ その桜惚を提起すべきなのである。
ッカーを総体として検討すべきであると書いているから 以上のように考えてくると，私は，実践記録の提供省
である。乙 ζでは.分析者は実践を分析する際lζサッカ とその分析者との関係が対等なものでなく上下関係にあ
ーの字宇がどのような事柄にかかわり，それらがどのよ るように思えてならない。つまり，分析者は自分の勝手
うな構造をもっていたかを明らかにする必要があると抱 に用Zました;命F~で自分の好きなように記録を分析できる
摘すべきだったのである。 のに対して，自分の論理のよってきたる線拠を示すこと
おそらく仁記の分析者の矛盾した注文は，実践記録を としないですむという関係なのである。分析者は記録省
とる前に記録者が心~~るべきこと(乙乙では記録をとる に無母な注文ができるのである。乙れは(3)の検討の場合
目的〉と，記録後の記録のまとめ方(乙乙では，記録を についてだけでなく，先に検討した(1)，(2)の双方につい
書く視点)とを混同したために生じたと考えられる。分 ても言える乙とではないか。
析者は記録をとる目的と記録を書く時の視点の一貫性を iiかに分析者は保育の実践者と実践記録者に対して敬
記録者iζ要求するか，あるいは一貫しなければ一貫しな 怠を抱いており，また無理な注文をする乙とになるかも
かった理由を明記する乙とを要求すべきであったのであ しれない，と乙とわりをした上で分析をしている。だか
る。 ら分析者は上下関係1:立つ乙とを望んでいるのではない
分析者は次のように書いている。 乙とは理解できる。乙乙で問題なのは分析者が結果的に
しかし，乙れまで育ててきた身体的諸能力はどのよ | 実践者と記録制ζ対する無理な注文をしているという乙
うな発述の道筋にあり，子どもたちのどのような力lζ依| とを自覚するかどうかという乙とであり，また実践記録
拠してサッカーに取りくんだのか.また，保育園児の行 | の分析を通して何を明らか1:しようとしたのか，という
なうサッカーの技術は，どのような全体構造をもってい| 乙とである。
て.現tf.どのような力を伸ばしていくような挑戦をして| 分析者は，実践記録の分析から何を明らかにしようと
いるか，という ζとが示されていません。未開拓の分野| し，さらに何が明らかにすべき課題なのかを記録IL即し
への取りくみは，実践の展開のなかで明らかにされる部| て略国して丹く必要がある。その際記録から明らかにな
分を数多く伐しているのだ，という ζとなのかもしれま| った点と，記録からでなく自分の提出した点とを明縫に
せんが。 I 区別して分析をして3くべきなのである。
障害児の自立をめざす取りくみ，尊の茂る土手をのぼ| ところで乙の記録の場合，記録から明らかにするには
る朝の?ラソン，体挽さくらんぼに学んだ実践，土ふ| 不卜分な部分が記録にある。乙れを分析者は次のように
まず形成への鍔力，市営体育館における実践，運動会な | 指嫡している。
ど。 (乙れらは記録で報告されている。堀注)細とは， 1 r一τ百頭詰録は，具体的に，また客観的に記述する
しなやかに動く身体をつくるさまざまな取りくみがあっ | ょう努力された跡がうかがわれます。しかし，不ト分な
たはずです。実践記録のなかで中心必守κ書くにしろSかI と乙ろも銭っています。2つの例をあげておきましょう。
ない札ろ r身体づくりaの展開の筋道だけは，保育II rボー崎そびをするζとによって笑いとか何々をし
(8 ) 
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ょうとか・ U 目'.J (・…部分を以下lζ掘が記録とおりに次の
ように楠足する ("1々 したいという意欲がおまってきま
した，私たちはその笑顔や要求からもあそびの楽しさが
高まっている ζとを佼認しました。) という記述がでで
きます。どんな局面で笑いかお乙ったのでしょうか。怠
欲が尚まったのは，どのような具体的行動からわかりま
したか 乙れは，第ー期のしめくくりのと乙ろにでてく
る l[i~な恨柄ではないでしょうか。，..技術は未熟」 r技
術も本主U11C5績かなと思う高度なものも」という記述が
あります。サッカーの実践というからには， もっと只体
的K ，.技術」の中身をつつ乙んで占く必要はなかったで
と三対立竺竺
分析{1はζのように，引、て記録をSくときは，保育(1
の怠図とかかわらせて 子どもの姿と保育者からの働き
かけのrjl味を.会話や体の動きなど具体的行動やぷ情な
ど読み手に伝わるように書く乙とが大切だと指摘してい
る。乙れは分析者が記録から明らかにする上で記録名に
対する当然の要求である
2. 研究会の例
実践記録の分析を保育研究の中核に位置づけ成果をあ
げfている研究会の例は東京保育問題研究会があげられる。
乙の成果は*京保育問題研究会編で， i保育の現湯から
一一保育一元化を求めて - J と して出版されて~\~。
乙の本の第ーなで保問研の歴史が書かれている。そし
て「伝え合い保育J9)の中で実践記録が重視された経過
を次のように告いている。
実践記録を直視した研究が保育における‘伝え合い、
の獲を明らかにし，その意義を発見させた。
民保(民主保育連盟.舗面注〕時代にはじまった乾孝ら
lL貯研究省と保儲の共同一いては実向
兎視された。その形態も従来のように子どもの言葉ばか
り~くのではなく.どういうつもり，どういう指却を入
れたらどうはね返ったか，つまり保育者自身の言葉を一
緒に氾録することが求められ，保育者の言葉はひらがな
で，チ供の三SiSはカタカナで書く，という記録法が工夫
された。一一これは単なる記録法の問題ではなく，子ど
もは大人の働きかけによって育つ，という児議観，発i主
観iζ恨さしたものである乙とは言うまでもなし、。この記
録法は今日lζ継放されている。(40頁)
第二なでは.i現幼の実践からJ三つの実践報告かなさ
れ，それぞれについて実践者(幼稚園と保育所)と研究
者による討aの内容か報告されている。
第三市では「保育実践の記録化の提案jと題して実践
省と研究-dl人による村治がなされている。本主は，一，
保育紀録をつける意義.二，実践記録をどうとるか，
( 9 ) 
三. 0己録のとり方から傍成されている。
保育，i己録をつける1主義として，次の三点が参加1(i'のi本
験にもとつぜいて述べられている。
① 1?くζとにより保育者自身の保育観，牛.きJjか悶
われる。
② 記録は保育を客観化すると同時ICi'1:'llなデータ
③ 記録!.I!Kまとめ，母親の啓蒙や保育研究巡動の資
料にする。
ζの中では実践について話し合うだけではし、けない。
r ，li5し合し、Jはその湯限りになる。どういうものでもい
いからともかく保育実践を書く乙とか大切だとくりかえ
し述べられている。書きとった記録をもとにしてサーク
ルの仲間と.うしが話し合い問題点を指摘しあうのである。
二，実践記録をどうとるか，では記録の形式と内科を
例をあげて検討している。貴重な資料なので'JI用する。
1<1は 保育の一場面記録，具体的なけ画と反省」で
学生の実習日誌につくった形式である。「ある一人の子
どもが仲間に入れなかった，その仲間lζ入れないのをど
ういうふうにしていったらいいかと，実'elの人が自分な
りに取り組んでみた例です。乙れは反省のところで問湖
がはっきり出ているけれとも， このJ己主誌でいうと.t行導
そのものがかなり窓閲的にやられている。しかもそれが
子どもの生活の背長までを見通そうと努力されているの
で..iま味があると思って，いい記録としてとっておい
た。J10)ということである。なお.4長の下の補足 ・)L尾と
いうのは23き方を丸尾が少し整照した， というととで
ある 1
ぷ2は「一湯面記録jでけんかやいろいろな問題をメ
モしたり，指却のあり方や保育者のものの考え方をln、
たり，保育のー湯面を記録したものである。
者3は，ある問題を設定して継続的K観察 .J2録して
いくものである。
乙れら三つの例は全部が保育者の三1震がひらがな， 子
どものJ31だがカタカナで書かれ先lとも書いてあったよう
に保問研の伝統をうけついでいる。
~I の例では，保育者のねらいが明確に Sかれそれに
もとずいた具体的な計画が23かれ，実際の筏様が実践記
録としてJ己録されてし、る。さらに反省では反省と今後の深
泌が具体的に苫かれている。いわばこの例は保育が実践
され，その一連の過程が要領よくポイン卜をおさえ記録
として伐されたのである。乙のように記録されると，乙の
実践は泉たして妥当であったか，について記録の分析を
とおして検討ができ，問題点についても具体的に明らか
にできる。
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表 1
保育の一場面記録 具体的計画と反省
7月9日(本)長崎|年長組|出 191 凶 |女 12名|計 26名
;問料cdh:;'出動て1:I円問叫の生活場面で
10仲間関係のひずみを、おとなが中江はいりながら調幣していく。
ね I -6月どろになって、仲間関係がしだいに国定化してきでいるが、そ
ら | の中で仲間にはいれない2、3の子どもがいる。その中で特ICS男
ぃ | については、周囲の子どもが拍手にしない織子がみられるので、な
| ぜそうなるのかを探りながら、チどもたちの遊びIC誘い込んでいく。
具体的計画(指導の要点・材料の準備) I 実胞の結果 (要点)
。朝の自由湿びの中で5男とそれを取り 1@5男はIglらかに仲間liCIH、り
在〈子どもたちの格子を観察してみる。| たいという気持をもっている
・遊んでいる友だちに591は自分からは | ζとがわかる。
いろうとするか。 1 ・し ゃがみ込んでいるときも目
・5男が呼び品けたときの他のチどもの | は活発な友だちの遊びを湿っ
僚子はどうか。 I ている。
.5兇は何に興味を示しているのか、む| ・一度 ‘カッテナ、 (交ぜての
ど。 1 怠)というがM(-がイヤヤと
。S男IC呼びかけて遊びに誘い込むよう| 言勺てなぐったらすぐまたし
ICする。 I ゃがみ込んで見ている。
・子どもの好きなマ品、ちもんめ.の中 10、花いちもんめ‘をやってい
におとながはいって、千ともたちに働| る中にはいりおもしろそうに |
きかける。 1 やっていると.おとながも、る |
・そのときの他の子どもと、 S男の縫子| ので 入れてもらえるという 1
をみて話し合ってみる。 1 ょっにとんできた。
・チどもたちは5男はきたない
からいやとは勺きりいうので
話し合勺てみた。
実施肥銀おとなの働曹かけと子どもの峰子 (態度発言)
くおとなカ仲間いりしてサE¥、ちもんめ.をやっているとき、おへそを出し
ながら5男が定ってくる。〉
S 男 |センセ.カッテふ (入れての意)
うん、いいよ、ねえ、みんなL川、ね。先生の隣
へおいで。
Y 子 lイヤダ。 S?J若ナンカト手ヲンヲグノ く予壱
隠す>
あり、どうして?
Y チ |く黙って、地面をけっている〉
ちょ っとみんな聞も、てよ。Yチちゃんね、 S男
君と手をつはぐのいやだって、みんなはとう?
アタシ、 S男君ト手ヲツナゲJレヨ。
ダ yテ、キタナイデイヤゲ
S9'!君きたないって 'みん江はどう思フ ?
キタナイヨ、ョトァ。
ソウ思ウヨ、フクガヨゴレトノレ。
く困ったなというような顔つきでn¥、ている
が特にンョァクというほどではない梅子〉
みんなね。S明おのおかあさんは何してるか
目知っとる。
子どもた |ち 1畑ヤットルヨ。
"赤ンポショyテナ。
そう‘ S男君の家は赤ん坊とS男君の他にま
世ヒf子どもたちがおるしね、おじいちゃん病気
で寝とるね。
K 夫 |イソガシインョ。
そうだね。S到着の家、忙しくてたまらんも
んでついS男君の服洗えんのね。
S男sもきょう帰ったらみんなが服を洗って
もらえといったって家の人IC言いなね。
どうしよう、みんな51}沼ひとり '1El、ちも
んめ、みてるの?
Y T Iへソカクシタラ、ツナグデ
5 91 Iオレ、へソカクスデ，カ yテナ
T. 
??
T 子
Y 子
T.I 
子どもた
ち
S 男
• T千もふ
だん(fl'/HJ
外れにさ
れやす"0
T 
T 
T 
-他の子不
満を言う
もの江L。
-子どもたちの仲間関係をどうにかしたいと思ってはいたが、単に好
反 | ききらいでなく、 ζうしたζとがあるζとがわかったが、保育者自
身としての働きかけがあいまいだったように思う。S9-30)家の状態
をもっと保有者自身が知っていなげれば、Fどもを全面的に理解し
てやるζ とができないと思う。
~ I ・S児の家の隙子をもっと子どもたち全体に、臼分たちの生活との関
意 | 連でとらえさせたか勺た。何かの機会に年長児であるし‘おと江の
見 | 生活についてfttjHcついて話し合う機会をつくりたい。(なぜ s9J 
| がブカブカのズボンをはいてくるのか‘よζFれた服をきてくるのか
感 | などについて)また、周閣の子どもにそれを理解させるど砂ではな
懇 l く、 S'llゃ母刻白身にも、きれいに (たとえつぎがあっても〕しょ
うという意識をもたせる己とも大事だと思う。
省
mおとなのことば→ひらがな・子どものコトパ・カタカナ・<1.児連事項 ・C&-
見、感怨) ・ Il~録・刈谷幼稚!副・ 111 1周比九
表2
一場面記録 モの時々に起きた問題記録
7 J20 日 { 月) 三ヌL 時 子ど あきら ・みつ子・
も (のぷチ ・よし子 ・すみお ・まさみたち)
了 あきらとみつ子の 場 朝の臼巾時間lにすべり台の近くで5、6人で
マ けんか 面
今まで、げんかが認さても、周囲のチどもはあまり関心を不さ
官E録の意図・ずにいたが、きょうは周りからいろんな意見をいっていた。m
国の発展の一つの表われと思う。
子どもの動きとおとなの働きかけ
3. 4人の子が何かを阻んで大きな声で言い合勺ているので近づいてすみみおる、y 
くと、あきらとみつ子が向かい合い、にらみ合っている。回りから
がUをとがらせて宮見を苔勺ている。
すみお イダウッテカサラ司イアケキナイラチンダャンヨ、ガ、くハ「みジメ勺ニちソゃんンナなんコかト
いれなダL、」といったらしい〉
あきら ソイ カyテ、ソイダッテ、ミ ッチャンナンカ、而j
ニハサ ノポりゾタコトアルノニサ、ボクダケニ
イウンダモン。
よまさし子み モソヴレ〆、¥今今ハージサャナカイノヂポシリハョ、ナズシ、ーッッテト前キデマシッテョ。ン -よおし千は筋.口フ。がすも
タぜそノ 連み~ で
みあつき干らF 
イクダライッタ yテ言、アキラクンタラヤルンダモン たつ1.
ヘー 、l度シカ ワナイヨ。
みつ l度イッテモヤメナカッタジャナイ、ダカラ注意
すみお ソシタウダッテヨ、イチイデューゾイヨ。シタラ、 ミッチャンヤメロナ
ンテワ，.イヨa
よし子 ジャァサ，アキラチャンガヤメリャイインジャナ
イノ。
あきら サ〈困っミたッ顔チをャしンて、〉ポモクウンイコワトナ，ィイカヨリ。イウソナイダヨケド -あまりむき
になって和f。いらみつF アキラチャンカaソンナコト守ラナキャイワナ。イワ はいで凋
ヨ。 L、fこ
すみお アハ へンナノ。ハヤデヤロ一。
〈皆またすべり台のほうへ殺りにいく〉
喧且
-近くまで行ってみたが、子どもたちの話し合いで解決していったの
で撚っていた。この場はこれでよいが、なんらかの彫でこのζとを
見 子どもたちに窟織的に知らせる必要があると思面う。
-筋をつけていけるよしチたちをもう少し全体場 でも起用してよい
感 リーダーに育てたい。
想
-あきらは独持的江ところがあるが、筋を立てて言われると案外納得
するようだ。
表3
問題別継続記録
ヲ「 自然物をめぐる I問 I・Fどもがをど特のように物事を身えて
子どもの理解 題 いぇるのか に自然物を中心ICと
マ 点 らてみたし」
内容紀入 モの時々のあらわれ・変化のきっかけなど
7/9 〈年長組たかしか‘ 年少あさひろ‘ともおたちとしゃがみζんでいる〉
アキヒロ ヘエ?ウソダイ。 ミカンイロノ了リハサ、 ミカ ンニタカノレカ
ラ.ソーユウイロナンダヨ。
たかし ジ+ァサ、"ロイアリハナンデ黒イ ノサ、オ砂結ダγテ食べ
Jレンダゾ。
アキヒ口 白イアリナンテへンダカラダヨ。
たかし 白イアリッテイルヨ。白ア ')イルヨ。
ともお イナイヨ。シロナンテミタコトナイモン。
アキヒロ クローイ ノハ卓、ドロノ上歩クデショ、タ'カラザ。
た力通し チェッ、イヤダナア、イヤダヨ、パイパイく行ってしまう〉
アキヒロ ネエ、 トモチャン.ミカ ンイロノ アリネ、ツプストミカンノ
ニオイス Jレヨ。
ともお ウンツブシチャオウカ、デモカワイソウダナ。
くふたりとも立ち上って砂場へ行ってしまう〉
-年長と年少のPI!解の涯は大きい。あきひろは自分の論を正当化しょ
うとしてその時々の条件と現象を結び付けようとする。
-きょうは聞いているうちに散ってしまったが.年少軒lでζれをテー
マにして(虫の色)l'l!解を探り.深めていってみるとおもしろいだ
ろう。
7/1 く朝、とし子がとんでくる〉 年少制1
とし子 |タイヘン、タイヘン先生、イモムシガイナイヨ
くあげはの幼虫〉く近くにいた千と見にいくと、皮を脱いでみどり色
になうていたが子と♂もたちは耳1の虫だと思っている。t主に気づかせ
ると〉
みえ乙 I~ レエ 9 ジャ 、 黒イ 洋服イ ラ ナヲ テ脱イ ダン ダ‘ キ y カ ッタ
ンダ不。
くt主を脱いで大きくなるζとは容易に理解したようだが、そζにいた
ひろゆきは、本盤のオタマジャクシをみて〉
ひろゆき|コノカエル、牛γ トミドリイロノカエルニナルヨくと戸う〉
くどうやら、イモム シの成長過程をあてはめたらし¥'.カエルになっ
たときf是非みせるようにしよう〉
(10) 
掘 :保育実践の研究方法fl:関するー研究
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実践記録は乙とぱ以外は関連事項が<>で表記され，
意見と感想は( )の中iζSかれている。
表2.表3の例で重要な点は，両者とも記録をとるた
めの目的が，表3では 「問題点」で，ぷ2では 「記録の
意図Jで明徳になっている。
ととにあげた3つの例はあくまで一つの例にすぎなし、。
しかし実践記録の様式としては十分参考にで-き るもので
ある。
乙のように東京保悶研は研究方法の中核1:実践記録を
;!fき，その記録をもとに保育者や研究者が対等に討論を
しながら記録を分析するのである。そしてその成果を機
関紙 「保育問題研究」で発表したり単行本として公けに
しているのである。乙れまでの乙のような研究の成果が
一度集大成される必要があると思う。また乙のよ うな研
究方法のテキストが編集されれば現場における実践者に
よる保育研究がー庖活発に行なわれるものと予怨される。
3. ま と め
従来の実践記録の分析による保育研究の例をいくつか
検討してきた。以上の他iζも保育実践を記録にとどめ，
それを分析検討する乙とによって保育実践を高め深めて
い乙うとする試みがある。
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たとえばEのlの(2)でとりあげた保育実践研究会の主
要メンバーである火湯牧夫は実践記録の分析から保育研
究を意欲的にすすめている一人であるが，彼は大場牧夫
編者:で「保育の実践とf理論J(ひかりのくに. 1982. 1 
版発行)を若わしている。乙れは「保育JK 1964年3月
号から3年聞にわたって掲載された「実践と則論特集」
を集約したものであるが.i実践記録Jと「問題点の煽
り起しj と「実筏記録を理論的lζ高めるにはJ(湾u命的
検討)の三つを一体として実践上の問題を研究したもの
である。
実践記録を現場が慢出しそれに大腸が 「問題点の掘
り起しJを行ない，さらに主として大学研究者がそれを
論3平ーするという内容織成になっている。乙のように具体
的な実践記録をていねいに検討して保育実践を研究する
という貴重な仕事をしている人は数少ない。
しかし大場は本‘!?のはしがきで次のように書いている。
「しかしながら，乙の試みは，その怠畿の大きい乙とを
必めると同時K.困難さも感じました。『記録省Jr問題
点の掘り起乙し担当者Jrfll!論づけ担当者』が，事前-
l]J後i乙話し合うことでもすれば， もっと三者がそれぞれ
の寸.場から，がっちりとかみあったものができただろう.
と反省されます。特に実践氾録者が，段初lζ記録を提出
???， ? 、
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されたあとは，どう問題化され，建論づけられでも，反
論の機会がなかった乙とが反省されます。したがってこ
の三者による実践研究は， これが出発点であるのです;JIII
乙の本が出版されたのが 1969年であるからもうすで
に15年が経過している。はたしてどれだけ実践記録の分
析をとおした保育研究は進展したであろうか。また保育
研究の方法論の中で，実践記録を尊重するやり方がどれ
だけ保育関係者lζ認識されるようになっただろうか。
大場牧夫の他lζもちがった立場ーから実践記録を用いた
保育研究の成果を発表されている例がないではない。本
研究では検討できずにおわったが，たとえば津守真らが
行なった一連の「人間現象としての保育研究Jがある。
乙の研究は「外部にあらわれる行動の裏側K. 子ども
の体験の世界がある。逆にいえば体験の世界が，行動と
なって，外部κあらわれる。
発達の体験は，何らかの形で，外部から観察されうる
できごとである。客観的に記述される行動は，体験の世
界lζ対応するものであるから，ある感動をもった体験を
した瞬間，それは他の部分とは異質なものとなる。その
異質の部分IC気が付いて，とり出すことが，観察の課題
となるJ121と述べて「子どもの体験の世界」を記述する
乙との必要性を抱摘している。
乙の津守らの研究は方法としては，実践記録を分析す
る方法である。分析というより解釈という言葉が適当か
も知れなし、。いずれにせよ何を記録lζ書くか，どう書く
か，記録をどう読むかを間い直しているのである。実践
記録の分析による保育研究をすすめる時， 乙の主主守らの
研究は重大な示唆を与えてくれると思われるのである。
乙のようにまだまだ検討すべき先行研究はある。日本
保育学会における保育研究も吟味してみる必要があろう。
こ乙でEにおいて検討した研究を簡単に表4にまとめ
て整理しておく。
皿 保育実践の研究会での実践記録の分析
次lζ私が参加している研究会での実践記録の研究を一
部紹介し，これについて検討する。この研究会は大阪府
下のある市における公立保育所の保育者の参加による保
育研究会障害児部会である。掘は昭和56年度から乙の研
究会の講師として参加したの月一回の害IJでもたれるとの
研究会の経過をまず紹介する。
1. 保育研究会障害児部会の経過
① 昭和54，55年度
a 発達心煙学の研究者を講師として，ソ速の発達心
開学のテキス卜を用い，それを検討しながら実践に生か
しやすいように表に整理する。
(12) 
② 昭和56年度
a 掘が講師として参加，日頃の自分の実践を対象化
し，保育を反省する乙とがまず大切ではないか，と掘が
問題提起を行う。そしてどんな形式でもよいから自分の
実践を記録し，研究会の資料として乙れを検討する乙と
から始めようというととになった。
b 掘は午前中 lつの保育所を訪れ，保育を観察しそ
この保育者と保育実践で直面している問題について話し
合う。午後I1時半から4時半まで午前中の保育所の障害
児を含むケースについて，予め配布されていた実践記録
を資料として討論する。ふつう実践記録を簡単に当該保
育所の保育者が説明し，次いで参加者との討論を行なう。
はじめの4回は lつのケースについて，その次からは毎
回2-3のケースの実践記録について検討する。
c 次の研究会において前回の検討内容をまとめてプ
リントにして配る。
d 昭和56年1月の研究会で堀が「実践記録による研
究のまとめjを行う。そ乙では実践記録をとる ζとの意
義などについて参考文献をあげて提案。13)
③ 昭和57年度
a 前年度と同じように保育実践の記録をとりそれを
検討する。段初の研究会では，検討するケースについて
の紹介(子どものプロフィー均現在像，重点課題をプリ
ントにして)をする。
b 毎月各保育所で実践記録をとることにし研究会
の前にできる限りその記録について研究会IC参加できな
い保育者と検討し.そ乙で問題になった点を記録の後に
書き加えて資料にする ζとにする。部会では乙の問題を
中心K検討する。
c 研究会メンバーは研究会当日までに次回に検討す
るケースについて保育参観を しておく。
d 堀から次の点、について提案する。 1，実践記録を
とることの意義 1，実践記録をとる目的，皿，実践記
録をとる方法， IV.実践記録の分析と考察の方法 V，
実践記録を生かした研究会の在り方
e 年度末IC乙れまでの実践記録の資料と各回毎のま
とめをもとに実践記録の保存版を作成する。
④ 昭和58年度
a 昭和58年度末IC乙れまでの研究をまとめる方針で
記録の方法と検討の仕方を徐々に改善していくつもりで
とりくむ。
b 研究会で検討された内容を保育実践に生かすこと
を試みる。そしてその結果を次回の研究会で報告する。
c r事例研究のまとめJ(1982 -1983)をまとめる。
⑤ 昭和59年度
指:保育実践の研究方法Ii::閲するー研究
a 本年度は乙れまでのように各保育所のケースを毎
回交代で検討する方法を改め，特IC新規に入所する「重
度 な子どもの記録にしぼって検討をすすめる乙とにす
る。
b 他の保育所のケースについても研究会のなかで随
時とりあげる。
c 婦の午前中の保育所訪問も研究会で検討するケー
スのいる保育所が主になる。
2. 実践r.録とその分析の例の検討
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乙乙で1.1ζ紹介してきた実践記録ととの記録を分析し
た研究会のまとめの一部を紹介しそれを検討する。
ことにtt.¥載したS，56年6月17日付の実践記録は、(表5)
は， 研究会1;::提出された記録を，研究会でかわされた;~
.R.を参与にして丹き改めたものである。なおとの記録は
研究会で段初K提出された実践記録である。
研究会の実践記録の検討では堀が記録を書く上で次の
ような意見を述べた。
① 時聞を記入する乙と。
② なぜ乙の湯面を選んだか，記録をとった用自を明
篠にする乙と
③ 過去形で書かれているが現在形でぎく乙と。
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@ 保母を保と書いているが rTJであらわし， TM， 
TKで誰であるかがわかるようにするとと。
⑤ 実践記録Ii::r二人のうち一人ICJと脅かれている
がと ζは，はっきりと rJちゃんにJ(;，2録の5行自)と
Sく乙と。
そしてζの意見を参考に書きなおしたものが焔載した
実践記録が表5である。婦の意見②にこたえて，研究会の
「まとめ」では次のような「実践記録をとるについてク
ラス担任との打ち合わせJと「乙の資料を選ぶにつl、てJ
が補足された。
実践記録をとるKついてのクラス担任との打ち合わせ
(1) 気づかない状態で記録する方が良L、。
(2) 日時iζついては記録者にまかせる。(観察保育
の日として2日開設ける)
(3) 今回は主任と指導員が記録IC当る。
(4) 記録した内容及び各担任も気づいた点を出し合い
どの部分を資料にするかを決める。
(5) どの子どもというように決めないで，記録者がζ
乙がポイントとか乙 ζが問題だと感じた部分を記録する。
反省
(1) 気づかない状態で記録する方がよいと思っていて
もメモ用紙を持ち方き込んでいるので自然な状態をとい
うのはむつかしL、。
(2) 2日間の観察日があったが記録音の一人が病欠，他
クラスの応援等で‘実際には 1日しか観察で・きなかった。
(3) 当日記録者がつい泥んζ遊びIi::入り乙んでしまい
十分1;:記録かとれなかった。
ω) 日程的IC余俗を持ってやる綴にしたい。
(5) 記録する乙とのむつかしさを痛感する。
「乙の資料を選ぶについてj
o 4点の記録について検討した結果
① 問題となる部分はあるが短かすきる。
② 該当の担任がいなくてその時の感想や窓凶が縫
かめられないし時間的1;:余裕がなくて待てなし、。
③ 内容的に乏しい。
以tの織なf11l由で他の3点ははすす。
ζの「実践記録をとるについてのクラス担任との打ち
合わせlの(5)をみると，乙の記録はどの湖面を記録しよ
うとしたのかについて予め決めずにとられたという ζと
がわかる。また記録をとる ζとのむつかしさが，子ども
への影響(1)，ク ラス担任との協力(2)，日粍上の問題(4)，
記録するζ と自体のむつかしさ(~，として列挙されてい
る
それにしてもはじめての記録にしてはいろいろと検討
(13) 
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すべき内容のある記録となっている。 4つの記録をとっ
たが提出する記録として乙れにしぼった理由が 「乙の資
料を選ぶKついてJで3点あげられているが，乙の3点
はそのどれをとってみても実践記録が十分iζ検討にたえ
うるための条件としては重要である。
さて次IC乙の実践己録を記録者と担任がどのように読
んだかという乙とが 2点にわたって舎かれている。
「資料iζ取りあげた実践記録について」
① 意外と思う部分がある。
a 泥んとや水遊びの好きな Jちゃんが 「イヤ/J
と抱否し，嫌いなKちゃんが自分から iKちゃん
する」と言った。
b iあほ」と言われ頭をたたかれたKちゃんが言
い返した事。
@ 疑問点について但任の気持や解答が得られた。
a 子どもよ童管室内に入っているのIC二人だけがプ
ランコにのって遊んでいる。しかも担任はすでに
室内に入っている。何か担任の意図があっての状
態であったのかどうか。
担任は一応;nをかけたが入ろうとしないので皆
が入ればそのうち入って来るだろうと思い，準備
しなければならないとともあったので，二人より
先に室内に入った。特1:;怠図的という乙とではな
いが，自分から室内lζ入って来てほしL、との期待
はあった。
b もし担任IC窓図があっての乙の状態であったな
ら，その事情を知らない第三者(乙の場合TM)
が但任にその事の確認もしないで直接子どもに関
わり室内IC入るよう誘いかけたという ζとは.ク
ラス担任の窓図のじゃまをしたととになるが，そ
の点どうか。
第三者 (TM)1ζ声をかけられ誘われて室内IC
入ろうという気持であれば別にかまわなし、。色ん
な人との対応があってもいいと思う。
その第一は①意外と思う部分があったという乙とであ
る。このような ζとは記録をとっていくとよく経験する
ととであるJ との研究会でも， 乙んな空きがみられた，乙
んな場面がみられた，意外な発見をしたということがた
びたびあった。 ζの乙とは，記録をとることによって，
偶然的な場面や出来事に遭遇する機会があるという ζと
と，今までもみられたはずなのに記録をと ってみてはじ
めて気づいた，というととなのである。つまり記録をと
る乙とによって，改めて気づく乙とと，発見する乙とが
あるのである。
記録者とク ラス担任が記録をと ってみて話しあった第
(14) 
②の点は.一人の保育者が抱いている保育の意図が他の
保育者には容易κ理解できない，という乙とをいみじく
も物語っている。とのような場合は特lζ複数担任制の保
育所では案外よくお ζる乙とである。
さて以上の後IC.研究会での質疑応答が 「まとめjと
して6点lζ整理されている。ζζではそのうち2点をと
りあげる。
第一点として
(1) TMはなぜJちゃん一人だけに話しかけたのか。
Jちゃんに泥ん乙や水遊びが大好きだが.Kちゃ
んは体凋懇く(自家中毒)登所しだしてあまり日数
も経っていないし泥ん乙遊びは嫌いなので.Kちゃ
んにはあえて直接の乙とばがけをさけた。
乙れは保育者の怠図の確認である。乙の点について婦
は， FSのかけ方について. i一人の子どもlζ声かけする
乙とは，他の子どもにも声かけしている乙とになる場合
があるjと指摘している。
第二点として
(3) Kちゃんの「泥ん乙しない/Jの言葉をTMがさ
らっと受け流したのはなぜか。
ζれは(1)とも関係するが.Kちゃんが矩否するだ
ろうと予想していたので， したくないという気持ち
に対して無理IC誘うつもりはなかった。特ICクラス
の方針としてKちゃんは無理強いは極力さけ，思い
っきり気持を発散させるように心がけている。
乙のように保育者はKK対して保脊の基本姿勢をもって
いる乙とが述べられている。ζの場合の保育実践がいか
IC意図的なものであるかが乙の乙とでわかる。
と乙ろで婦は研究会で，保育者による子どもへの誘い
かけについて次のような発言をしている。。誘b、かけの仕方 (研究会の 「まとめ」より)
今からなにをするのかを子どもKわかる織に具体的
な内容のわかる言葉一一泥ん乙，水あそび一一で誘う
乙と。。誘いかけをしてもいい場合とそうでない場合があ
るとし、うとと。
J子ちゃんは水遊びゃ泥ん乙が大好きだから言集lζ
出してl直接誘っているが， Kちゃんは嫌いな方なので
直後誘L、かける乙とをさけている。。矩&された時の言葉のかけ方，誘い方について
大好きなはずのJ子ちゃんに拒否された後 「ベビー
パス3つあるよ，あれICお水いっぱい入れてよJと具
体的な行為を示す言葉で誘っている。文， iイヤ/J
と矩否したJ子ちゃんが 「お水?いっぱし、?Jと聞い
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かけてきた乙とは， ]子ちゃんがTの必いかけに対し
て興味をそそられた乙ととしてTMは受け止め 「そう
よ，いっぱL、入れるのよ」とその気持ちをもう一歩押
し進めている。
。 誘いかけが子どもにどういう影響を与えるか
TMがU~:接 J子ちゃん一人 iζ声をかけ誘っている
つもりたが， Kちゃんは保育者が自分達二人に誘い
かけをしているとうけとめている。Kちゃんには誘
L、かけが圧力になっていない。
保育者が子ともに誘いかける乙とは多い。その誘いか
けは話し乙とは1ζよる誘いかけである以上，保育者が直
接誘いかけた子どもでなくても乙の乙とばは，それを耳
にした子どもにある効果を与えるのである。
また，誘いかけ}jlr.よっては子どもがかたくなに矩否
し続けたりするζともある。子どもに対する理解とあわ
せて誘いかけの方法も保育者は心得ておかなければなら
ないという ζとを婦は具体的に指摘したのである。
さらに研究会では.Aの 「あほ」の発言ー について話し
あわれた。乙のAの発言ILTMはこのように思った。
内心一言言いTこかったのだ.かKちゃんが 「あほ言った
らダメよーJと;守い返したので，そのととが熔しく思|
われ何も言わなかった。これまでのKちゃんは低抗し |
たりせずスーと他人をさけると乙ろがあったのに.頑
をたたかれでもi逃げずに言い返している。
Aは乙のあと KとTMがメガネIr.ついて話しているの
を聞いていて「メガネは目が懇い人がかけるねん」と K
Kもき乙えるような戸で言っている。TMはζの乙とを
Aが iKちゃんの乙とばを受け止め返している乙とに，
ホッとした気持ちになった」とi空いている。
以上が研究会で蔽初iζ資料として提出された実践記録
とそれをもとにした研究会の討論の概略である。研究会
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のはじめに資料として価値のある実践記録の条件，保育
者の怠図の再確認，実践記録をとって怠外な発見をした
乙と，実践記録の大体の害き方などがとりあげられた ζ
とは，実践記録をもとにした研究会が実践記録の記述IL
即してil符されたのとあいま って良かったと婦は思っfこ。
実践の記録者とクラス担任が乙の研究会の参加メンノミ
ーである乙とも研究会での討諭が空転しなかった一つの
fl~由である。
3. 実践記録の織式の例の倹討
次lζ私たちの研究会で行った実践記録とその分析の書
き方(械式)を紹介し，それを検討する
表6表7は閉じ 1982年5月20日付の記録で， .& 7は
ぷ6を実践記録と分析内容を一枚の去にしてまとめたも
のである。乙の表7のように，研究会に参加している保
育者各人が自分の実践記録とその分析内符を一枚の表に
まとめ，それをいわば 「保存版」としてファイルIr.とじ
ていくようκしたのである。
表6から表71ζ整用された点は以下の通りである。
(1) 実践記録とその分析を.'Fく綴式について
①表7のように1日E実践記録をきき右lと検討事項を表
lとして普く 。検討'jl項は 「検討Jと「次の実践へJIr.分
ける。
②実践記録にテーマをつけ記録者を明記する。
③実践記録IL-.'iかれた行動の主体省毎iζ通し怒号を
付す。後で分析する時に便利。苔号は一つの行動に一つ
の番号を付すのが望ましし、。細かな分析が番号を利用し
て行えるからである。たとえば， M①は 1M，歯みがき
後自分から粘土の所へ行く Ji粘土のかたまりをーツ取っ
て両手のひらでコロコロ丸めたり床lζ白いて右手で転が
して丸めるJi2 m後方でMかSを押して泣かすとその方
を見る」の少なくとも3つに分けた方がよし、。
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重要7 対人間保"
「寸志τ品川 ト マ 枇遜ぴでの人間関係 出荷 Y-s - 1 随 一石一一一ー 次の実践へ
I iO: 35 おやつ後、雌切に給ヒあそび i枯jを1ケ所κ集めて，1< 3.1子どもの盗
M σM陶みがき後 自分から給iの婦へ刷、)，:;恥て肉 Fのひ勺で l' 名の叫り1l: 1~tで遊んで I (I) o Mの制一日刊つ~. T!j噌齢Lている. ・1:Iの封印できるた州制い
I EZE:tstZiE21TJ122訴して九T.>.oo 2m問|いる 10-01 I 価問蜘⑩ ・…た Fども集団の附叩むb
| ー 1 0 O 1 1""の机ちへの閉め一村もの帥向ζ淵句向 ・開りーダー叫カード‘制吋叫ってイメ~.巾|ホワ朴仲間 M.'糊き乙<:11:役げるのよ と言う; はと_.::.J 1 ." <カ噛酬に仲わろう企しむい.φ -:/をつ叫やすくしたり.Mの岬/C:Jr.，て
1¥! @I 1'1の寄〈悌子全宛ている 川口 一 ÷ー 1 Mの人間咽耐世化ちよりもえ人犯対Lての聞4咽必 括す.
1'e(l lmtj~れた所に足彫を鳴く. ーム一一一ー が強l'.それはMA身の年令の低さもあると思うが. -サプの保何m.t保育リ ダのきうζと金どれ
た・11理解L、ととばがどの位"えているか
健辺する.
M 咽|足形の Uζ立って足もとを毘ている 1)'唱〈鮪繍}の崎の保向Ilの・Sか"が :1の対
|「JJfizzt官似JPの…lき fイチニイ 11"…で俗さりと君う| 話おおじ22吹雪kf開 2f
M (7)1 その悌チ会見つめている
1'，申|ガラスFにも丸~織さ、ホワイト:f"-ドの克を人口のド 7"立とか
lける
M 申I~，について行~， 1'sがガラスドの}ilζ戻qてくると刷じよフにつ
lいて戻ι
T.⑩|悩土を休に鑑いて丸める
M (Itl桜伝ろんで同じよう''''1似る.
T.暗 rMt;ゃん.ウマイウマイ
M ⑩入口の万でMがSa~姑I のヘラて符Lて栂か位る.
T，⑭ r-r- アプナイIとその方ヘ走勺て行く.Mもその}j~Qる.
M @i 1'8のJ与を毘ているi
保育のねりい
酌 ・ 傑t'Ulか‘仲11'らと江り.他~と 鳩"活動を策L
U. 
<i)o作ったるのを役げて遊ふことで ヱ1'~jとか身体ζ
との発'"があるのではUいかと1:'"た.
曲・ ζとl;t'.tiげをはうきりと多くする.日 f-tJ- 二イ
の~-f
.Mの行織を観察し.そして主体的1ζ動りている
か、 E対IC'"れについてい q てるどりか令
判断し 必獲に応じて痩助する.
• rどらどおしのかかわりの嶋語舎つくる.
MがT.~みて、 続倣する ζ とを'lえに入れて日動
する.
-少Lでも臓会めるととに突議会うtJ.t/，"jω
・..Rからの委求を'"させる総会をつくる.
{.動作
聾次の方拡 1.r 、，ζと'"
T邑⑧l 戻勺て来て仰IfLt:_粘土を窓"くっつりる.
M @， 1'1;と同じよヲ"給kを2衝に〈弔つ砂る
l 保内/]'1，去
ヲま〈く"っか白くてす〈にやめる:' " "..."' ， ， '" ~ 1 T.の蜘 ・k'!'i.':;"'C.きさとり付い日間
10:401 
M ⑭ 留のド陀らたれて穫勺‘向Tて絵土金丸めている.{J，中 :1'0/"と
gt云び.枯 L~u.:IC押L かけて丸泊る.時々 T.の方をはている.
i たとえI;j:"fイチ ニイのボイ J
渇面設定
記録liの感想、 反省 ホヴイト・'ー ド
鮎上一一一回すきた 一一一一ー 一一←一一→小変紛給土
④できるだけ一つの行動は一行に書く。たとえば表7 4. 実践記録の分析を実践に生かした例の検討
のTs⑫⑬は表6の記述を2行iζ書いてそれぞれに番号 次Ii:一人の子どもについての三つの場面の実践記録を
を付したものである。 とり，その記録後の保育者閣の話し合L、から保育の方針
⑤実際己録の左下iζ記録者の感煙、反省の欄を設け自由 をたて，それを実践に生かした例について検討する。
iζ感懇や反省を書けるようにする。 保育者は記録をもとに話し合い，次のようなまとめを
⑨検討の欄には，実践記録の分析内容を「子どもの姿」 行った。つまり場面 [.IT. mli:共通するY子の問題点
「保育のねらいJi保育の方法Ji場面設定Jli:分けて書く。 は 「自分からリもんぎり'がなかなかっけられない」と
⑦表7のような保存版は.i対人関係Jとか「乙とば」 いう乙とにあるという仮説がたてられた。そして保育者
などのように分析内容によって分類するとともできる。 は乙の‘ふんぎり'をつけさせるための保育の方針をた
乙の表 7はM (難聴児)の対人関係を中心Ii:分析したも てて実践した。乙乙で場面 1. I. mと乙の仮説と方針
のである。
(2) 実践記録とその分析の記述内容について 制実践記録，対象児y(女， 3才8ヶ月)
A保育所
記録日:S. 57、10/15・J8
記録 :M.M ①検討の記述が研究会での討論の結果書き改められて
いる。 i次の実践へ」の中の文章Ii:i保育リーダーの言
う乙とをどれだけE理解しJi必要に応じてjを追加した。
②「次の実践へJIL新たに 「子どもどおしのかかわり
の場面をつくるJiMがTをみて模倣することを考えに入
れて行動するJi機会あるどとに発語をうながすJi本児か
らの要求を出させる機会をつくる」が追加された。
③表6にあった③粘土遊びについての反省が表7の検
討欄から削除された。乙れは表7が 「対人関係」を中心
にみた記録と分析ということになったためである。しか
し乙れを削除した ζとの是非はさらに検討の必要があろ
つ。
④表6にある④Mの乙との記述が表 7の検討欄から
削除された。
⑤表7の検討榔1<:.保育方法と場面設定の記述が追加
された。
⑨表7の検討械に左の実践記録から関連事実の番号を
明記した。
(16) 
場血 I 10/15 (金〉 経企~目、府民っき食べ始める i与の犠子
配膳が終り、合同席についている。給食白歌が始まり、
軒うたう。 Yうたわないで手吾作せている。
1'1① I rうたおうJとYICJ'う。 Yうたわない。
1'1阜)I r~緒にお歌うたうの J YM勺たまま。
1'. @ I rったうの，/J Y合せていた手をひざにおろす。
C(子どもIrとい勺しょに いただきます Yf<ifh言わなも、
直) o I 
K @ I r吉わないよ!と TtIC;'jう。
1'mm⑥ I yちゃん吉った ?J Yかぶりを振る。
Tmrn①1 r出 ζ主主主勺て普と一緒1:言わなきゃねーlと、普 1-ーの部分
1 1I::~' .)c> y神妙な顔ι江る図 |を強調して
T y @ I r皆とー絡に寓わないと知らない、食べよう |苫ったのが
l' y @ I 'ζζすわろ と占ってYの員向いの庶民っく. おかしかっ
Y ⑩| う~ん、う~んJ とべそをか章、1'yの顔を見ながら|たのかまわ
身体をくねくねさせる。 Iりのζとも
やYカ宅R-j"
1'y@1 笹と一緒にどうして宮わないの?、 Yちゃんいつでら ITy‘Yの
あとで古うでしょ?.皆と 緒に菖うのよ.*'J車で dIそぱ忙しゃ
る?J Iがんで三つ.
Y ⑬| うん」と.&'1する。
Ty @川「ほんと 9皆とー鰍1<:';える?J
Y ~川「うん」
Tv⑮川「ιゃ、どうぞ
Y ⑩川r，、たたきますJと木戸でZう。
Tv⑪ 川fとうぞJ Y熔 しそうに フツフ」と実う。
L一一 」ー 」一
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表日
喝晶iIJ • 10 18 (!l) I!世嗣.Il!Iー から食べ始める必のほ f
r~~ 、は中間位の順岳でιてくる山情 Fを品，てウロ
ウυしているーいっ1.14'る聞の帆はすでに品向に臼
-~、る
T y '181 I Jぞ-J品、てるわ』と jf，喝のIil''1HさL.:胃う
Ty l't I 11. ，〆ζこあいてるわ.崎か時宜1>，:一れ-， 1も、""1.0)埼
5 骨 1 あ すやA かわ-，てAJ 1掛かあいた.
Y怜fH，¥・てTv町宮 た廊仁川き.筒H:抗争晶:陪[
1I的所にir{ みIt.，fi.次令にパ〆壬配ふ 1
y ~， ~I乙立てそのIld壬見 Eいる. 1 
そのうちYの分た吋桟る l 
T y ~l I Yちゃん.持ってiか叫いのゆn分でf，¥勺 CfJか円い
Jと歯ミられf‘L、よ
iY寸れ.)乙ん ζベゾそかさ ry白幽今見ている ふん1;
"1備で 5 てj~ ている l
Tmm持 Yち¢ん.f. ，てHか屯いの?I:.ゃー待 3て付 ちφ
おうー と、、の分白血i:l¥ τjr{主ねをFる〈
Y 包 'ムー 士戸をあ吋る.
Tmm~・ 'tl I:n白。TvJ¥.fJのかIjゆとy，ζr;.')・
Y お ううん'とかふりを11<る.
I TfIlm輯 Yの 9
1 Y '" f'うんJ
Tmm・.rLゃ叩〈符て付、 ι アて聞を7-~ル 1'"' 主
可.Y'うなす主主 >t".1¥ ff 二うと L/~ti:骨ぐ付Ll.d，g; … Y 加 | ハイ と返事L.やと阻存r，t:)臼分のl意'r連山
'J<"loろうとしfiい.
r y JL' I f.l< 4-1) )て ， y ~ わる.
I:'l由o).j:h.1I1まる 、f-1-(.!h":て待。 Eいる
C((と r.:.い)L，lに Y It寺白り壬らせて伎hのTvをは
も，})崎る.Tmm い>1..に とYの耐を主勺すくに1.{，，~ I 
'，}-号か吋むからYに宵う、 いたfニ今主主1， Y伺
!， r.わない
1，;u r ~、 1:1ーさ 1'4
Y 川 『ゐー jと戸，をあり1').¥11:，1
T t 06 ryと3したの'/JとI'vにf:4 ねる.
Tv 鈍 r~わはいのJ '[ t lI\，~っき 貴べ始的る
Y荷主，lむ 仁勺島すれ，Tいさ
1'1;r 1'"うtτ符と暗V ，わ丸、刊 ゆえq土紘Lφ む〈
持と 絡に寸るの/も 3ι1 ，ノ師El'1，I'L -c t Rれ
ないIJ.明日から沿うの£時と絡に とYのそはに
fi阜πぅ.
fうん』
r 1他のIH
;;4ませ人
，r-{る
????
』
? ? ?
?
'しゃー先せと *~K宵おれとも。 L ‘ v y;; 
11'むい いたたき正t(y 1> 絡に古う ~')'i" J 
i、舟べ長;.v')る
の妥当性を具体的にみていζう。
場面 Iについては次のような点が話しあわれ保育の方
針がたてられた。
~場面.侍と一緒11.:伽EτしミFTl;食前の侠拶を皆
とー絡に3えない。
どのようにしてリ、んきり'をつけさせていくか。
O 食前の侠拶について
①初めの頃は席iζつくのが遅かったので持が侠拶する
s;Iζは間に合わず，TII.:促かされて言っていた。何も言
わない，促が注れて小声で・言う→大きな戸で2ぅ
②最近ではあるがYが席についてから挨拶をするよう
にしている。:欽は歌わないがそのt::rJ手をfTわせて待つよ
うになる。しかし皆が後拶しでも黙ってしも。 Tと一緒に
とか れ、たたきます言って と戸をかけてもらうと挨修
をする。
③現在「持とー絡に挟拶をして食べる。後でYだけ言
319 
)!'O 
1「…》…めI.J( 
10 03 ζ としJ官'1，の前に弘主り.'11. ;， C，寺，て“る.
Ylj .人 f<llい財人Uで.ふ〈れ，，1考 Lて身体を {也I)~よりM
くのすに出!けで引ヲている. ll/~~\~hl 
IY九ぜん1.'<L.-C Y Ll..，力但山l両I~rj く. ιれる
YちゃんJI"・江 、(.)をしてるのかなー』と.i町 l
Jjふ見むか均<1うI T ".' !…州t~t <(/)'llr l，(ιる|Tt ，"' 1 I.:l.~ん九明叫与して.いや / !-o怖・f.Jい12_
;YLふν1.11の}"とえi奇て打 IJ;企rl-r立ち1り、 l 
1 {町f山骨，>1，"I~ る l 
r t '! 1 r ~，やた bウ . yちゃん.ιうしていいγ」 みんfみに'~lri I 
Y ，<' 1 r，、やた ・ー ~tfly.，てい l 
I T ¥1 (‘ 1 ItJ{'歓J， f-it、の? いか主ムう ( 
lY1|l飲ιE2 ;T、IS 1 Iじゃ甲〈して
y f~ I r，、ィー と血事. ~. L，. .. )~ Lふ"7均白川にirく 水
11町をn，り梓を閣H，うとするかむかむか古、f品、
"同 1'11 <お品f川、とu カのrjijl:，1 < 
Y 、 Kのh11~ている
T t '，1 1 IYらめん.他人の』る乙と見てないで日分のことを甲
<Lて下志L・1
Y . 1 rハイ l と必引 ω昨にfをかりるがでd，';~・
T t ~l 1 (~むか吟f' ι . して下るい ，，(，lI' > (.~ r 
、 114 ~、ィ と151'‘14'るかベソ今か会水1lI"かかえ立 dて
|いるe
TI宵 1 .明書なか、たらTy'ζ てtT' '，'、むしで下主いって
1¥ ，て占て，て，;.，てるでし._/
y ば Irハ11とnさ，1'T>'l'JHT!の}J1i.jl{~i )てIfくか.
直中で，1止る、
r ，町 I できはか ，fc り，~ ておいて，'/ μ・述調で言う.
Y 抽 I 、イ Jと.".，てT、の!jlC且" t; j"，tて干さい l ~かりL!'
!と宮う |口調守山
r y 111 梓主あけ τ，;.tい とYに政筒を調噂. I 
IYロ γカ のゆjてお品を飲h.Jj(r.J々むJ;I-，持のとこ 1.:のli:lの動
ろにf1品Jわる 作は 1，1~ '. 
Y 拘 フ予 2 と買う
T)号 Y t，ゃん. ~， )とザ〈しむ占 eヲ It. Y r-~ ，"んかC~ 1、.T、の
.; V<I G骨fI) f_， t>ラ止、"('~る γ ， 1ftべ!~官、
l、 担 うん 1'，ら噂〈
T、;> 1い
|えばいいのではなく 皆と一緒lζすむというれ皆
と一緒に言わなければ食べられない 言わなければTも
他の子どももYか言うのを待たす'1ζ先iζ食べるという方iI 
針をと っている。 I
保育者は. Yは r ~、ただきますJ が保育者の言必かけ
によって言う乙とができる乙とを知っている。これは I
の@-⑫をみるとわかる。しかしYは自分から乙の挨拶
をしなし、。乙の点を保育者はYか挨拶をする‘ふんぎり'
かつかないのだとJ7えた。そして仲と一緒IL挨惨をしな
ければ食事をさせない，という}j針をたてたのである。
乙のような方針をたててYII.:応待していると， yはI最
近Tが先1.:食べ出すと泣くようになってきた。 そζで
「明日は皆と一緒IL言うのよという事ですましている。j
という乙とであり，先の方針を「もうちょっとだと思う
ので今の方針をしばらく続ける|のである。
さて場面日は 他児がパンを自分の1和ζ運んでいるの
をそはで見ていなから巌後まで持って行ζうとせず，筏
ってしまう」のがYのすがたである。乙の場面でも保育
(17) 
??????? 児童学
者の言葉がけ(場面Hの@)がないと運べなし、。また乙
の後のいただきますの挨拶も同じような乙とになってい
る。
次iζ場面回の「水分補給時の様子については，保育者
は他の場面でのYのすがたを参考にしながら次のようK
話し合った内容を書いている。。できない乙とがあっても声をかけてくれるまで言
って乙れない。
・いつまでも立っていたり，ぐずりもしなかったが
最近はぐずったり泣いたりするようになってきた。
・受身的な動きが多かったので，困る場面とかでき
なくって嫌だとかいう経験が少なく ，そんな場商でも
平気だったのではないか。
・最近散歩をしていて他児との間隔があくと「行っ
ちゃった一」とベソをかいたりして， 皆よりおくれる
のは嫌だ，という気持ちがでてきた。
与 自分から言ってくるまで待ち，困ったり嫌ならそ
の気持を表出させる。どうしたらいいか行動で示せるよ
うにさせていく。。あれをしなきゃいけない，とかまえてしまうと乙
ろがあるように思う。やってみればそれほどでもないと
いうととを色々体験する乙とで感じとらせてゆきたい。。かまえなくっていいという ζとで先iζTの方から
言葉を一言かけておくというのも一つの方法ではないかh。スムーズにやるというととよりも今はまず感じ取
る自分の気持を態度で表わすという乙とを先行させたい。
以上のように保育者はY(女児.3歳8ヶ月)の三つ
の場面の記録をとりそれをもとにした話し合いをとおし
て. Yの行動IC対して解釈を行っている。そしてそのう
えで一つの方針をもって保育をする乙との妥当性を自分
たちで再確認しながら実践をしている。
保育とは本来意図的な行為である。保育者は子どもの
現状を確認したうえで保育のねらいを自覚して実践する
わけである。乙のYIC対する実践は乙のような実践にな
っている。そして実践記録も記録をとる目的と対象が保
育者によって明li'(ilc自覚されて脅かれている。
実践記録は実践そのものを乙とばによって書いたもの
である。実践記録は保育実践そのものではない。保育実
践をある観点から克走もゐが実践記録なのである。乙と
ばlζより記録され文章として脅かれているというζとは
保育実践をある観点から抽象するという ととなのである。
それゆえ実践記録をとる場合.記録者は記録をとる目的
と対象を自覚してのぞむ必要がある。
ただ漠然と記録した場合であってもそ ζには何らかの
妃録をとる目的があるはずであり対象Kついても取繕選
択が行なわれているのである。しかし記録者による記録
をとる目的と対象についての自覚が明確でなければその
程度IC応じて記録の内容が暖妹になり一貫したものでな
くなるのである。
Yの実践記録とその分析の意義は記録をとる目的が自
覚されていたζとであり，分析の結泉が次の保育実践0:.
ねらいと方法IC生かされた乙とにあるのである。
しかしζの意義と同時に重大な問題点がある。それJ立実
践記録の分析によって考えられた一つの解釈. (乙乙て
はYIζリ、んぎり'がつかないという ζと)が，実は一
つの仮説として分析をした保育者たちにとらえられてい
なかったのではないか，という乙とである。 Yは食事の
侠拶の「いただきます」を自分からしようとしない。話
し合いの結果ではこの場面をリ、んぎり'がつかないと
している(場面1)が.YIC対する乙の解釈が場面Eに
ついても皿についても予めなされていなかったか，とい
うととである。 Y!!I解が仮説としてとらえられ，新たな
観察ICよって確かめられていく というよりはむしろYは
とんな時ζんな行動IC出る，という予断としてYIC対す
るレ yテノレKなっていなかったか，という乙とである。
乙の問題を考えていくには，なせ'Yがリ3んぎり'が
つかないのか. Yが 、ふんぎり'がつかない時に保育者
はどのようにかかわったのか，について考えるための資
料が必要となる。本来実践記録は乙の資料の役割lをはた
すべきものである。おそらく ζのような資料となるべき
Yと保育K対する事柄は保育者の話し合いの中で話し ζ
とばとしていろいろと検討されたのであろう。そしてそ
の結果として先のY理解が導き出されてきたのであろう
と推損l出れるのである。
しかし ζれはあくまで推測なのである。そのためlとは
まず，実践記録から言えることと，言えないことを分析
の際に自覚することである。そして乙の乙とはまた実践
記録のとり方の問題でもあるわけである。つまり実践記
録の分析による研究方法全体にかかわる問題なのである。
5. 実銭記録の分析の蓄積による保育研究の紹介
最後に，保育者集団が保育所の中で，新たな実肢を計
画しそれを記録として残し ，乙の記録をもとに話しあ
った乙とを整理して，一つの結論を導き出した例を紹介
しておとう。まだ厳しく 検討するといろいろ問題点があ
るであろうが，保育実践の分析を積み重ねていけば保育
研究の一つの成果が生まれるという例である。
保育者は難聴児M(3歳.女児)の実践をすすめる中
でMの遊びについて次のような反省を行い，とっ乙遊び
の実践にとりくんでいった。
(18) 
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追し、かけっζ，ブランコ，三輪車，砂場遊び等 1人
遊びゃ体を動かす遊びはできるが， ζっ乙滋びゃ，発展
させていくものについては難しい，という状態であるた
め，友だちと遊べるようになるためにどのような配慮を
したらいいのか，という乙とから 7/23円のζっζ遊び
の反省をふまえて
I 身近かな遊びを考える ・生活と禽芯したもの(台
所月]品を使って料用を作る，買物をする等)
(21 遊びの状況を把握するまで時間がかかるため導入
Jj法を工夫する
る
-視覚や具体物を使った方法
・具体的な物の名前を知らせたり，使い方を教える
(3) うまく遊びlζ入れない時は，保育者が仲立ちにな
以上をもとに実践を行う。
第一回自の実段. 1983年10月21日.rねらし、Jは「台所
用品の名前や使い方を知らせる。J
実践記録後検討。導入，遊び.Mの様チ，子どもの相
互関係.保育Cの援助の仕方.Mの乙とば，について検
討し次の方針をたてる。
第2回目の実践.10月21日.rねらいJは「前回の反省
から(遊びIC入るまでに時間がかかる。自分の遊び場所，
費1
ζっζ迎。まとめ
ζ 勺こ道:.1'与党幅~\tるための量怖と L てð:の 6 点に正とめた
11 );1'.めあえる仲r.1JI同係
fどもr.J:O)l!JTi関係は.r . ll.，均婦で、 1.しようl'ιと号している.し
かし.また'Vi，溢ひの段階て、交流としては、物の哩吋積Lや.作勺1:1，
のを食べてれらう専の鮪噂fみやりとりがHむわれている.L/).l.それは
強い高から.iOlい打への }ーj的1.交流が容も、.
積極的花道べるかどうかは.時Jfとの力関係か強L哨唱j¥哨Bで決1-，て
いる.
拡同作旬、今t~a);!也
・千どち l人1人が遭びに高記唱る
.遊ひの尽境ゐととのえる
・保育占か巾IC人 て下ともr. llの関係を仏ける
・保育ιとfともか身体で触れのう遊ひを卜分IC4'る
(追い州ぺ 身体ほくL、山むれ遊び
かくれんは、うすまさιゃんけんむと
・4記曾遊ひや.やりとりの挺験今1分にする
21 内分の気にいったすそチゃ号外てるEと
強いてFどもが、 ζ ヲ乙遊ひのクループの中心、にべり.1まのrlJでも臼E!1IC
，.るまい.週uなとも先K占制してLまう.弱いずは常にはみ出したり、
あまり拘て、がtん乎るζ とか1'1'..¥1の場合む、 1.2.3f制叶Hまでは.
aあbまり物の中カか.勺A戊旬んたbの1世t.c町F，れてLまうことに，む4る.モのため.
fH 
とが‘選ひへの間叫につはかり. nl.1" t'tち、尭~.):せてい吋る。そのご
とが相TIC対しでも照極的にむれる
ißH毛使い.:.む L. 道c.''''~帳していく Fがクループの巾，(~ζ 汀る.
(19) 
家作りまで時聞がかかったりうまくできなくてやめてし
まう)具体的に家具や家を周尽してやる。
実践後記録検討。w.入，遊ひ.子どもの相互関係.M
とMIとの関係.T (保育者)の援助の仕方.Mの姿，
について検討し次の方針をたてる。
第3回目の実践.10月28臼.rねらいJは「前の2回の
経験から，子どもたちが自由に2班IC分かれて家作りを
し，料理を作る」。
災践記録後検討。導入，遊び.Tの援助の仕方.Mの
盗，について検討し次の方針をたてる。
第4回目の実践.11月4日.rテー 7Jは 「乙っ乙の導入
及びあそびJとなっていて「ねらい」は脅かれていなし、。
実践記録後検討。導入，遊び.Mの盗とTの働きかけ
の発援が苦かれている。子どもの相互関係，について検
討し次の方針をたてる。
第5回目の実践. 11月1日.rねらいJは I保育者が全
く介入しない(お庖僅iζ専念する〉で，子ども速が自由
IC家作りをし， ζ っζ遊びをするJ
実践記録後検討。全体の子どもの動き，犬や猫の役を
する子.Mについて.Mの乙とば.Mの友途関係.につ
いて検討。
以上の5回のCっ乙遊びの実践と，その実践記録をと
l;jl l島桶と佐敏
ζ ・3と遊びを績み.r.ねていく中で、千どhll.1 "'lHの均婦をJ.t;，;t;.とし
ている.趣びはι的の百円りの時には.先B皐していく fにつも、ていくが、
倉中で 『引，喧L と7?，て‘ iH1Jの喝桶'"6'る.子ともは. 川司rlから
21011. 3、4 と貨同Lたものを足場にして.niJのイメージを陥みあ
りて遊んでいる ー.lf砂
主1:、'官の中でも、f1分の肘均所を必'tiとしている。品私、 ζ勺こ逸び
Iq円神的1.，(-は.せ主いえ小Mぞ!:-11場所としている.
通ひの日がりは.1l.I晴の1:か句てもある.
41 保行呂町介助のLかた
保η打の介助ICよ、て.仲間に^"た同合、その後b.保円高ぞら粕り、
1体的日活動IL:/J.りにくい 仲間七 M 主り保育者ι 関心、ふ'I;~ー ま
た.rとちが主体的に辺んでいる中に'l'史的に人ると、遊び号中断LてL
iう.咽史的に関わ旬、 1(他へ移るu.，.cはfi<、人勺ていく1のは、遊
ひか深まるようむ関わりh/)lι要.
また‘ CHJ古が -Lょうか とさそ， t~場fT. 千ともは 応その働き
か吋日比Lしているが、 fども白書闘とすれている渇合か多〈、保行自の迦
ひにのりない 反対ICrとιのhか‘保円高の迎びiζ興味を'1、Lてきた場
合道ひか除〈 保ηι11{どもの主体性号常に考慮しなから関わることが
A'IIで.~，る
151興味.flt.l 
!J:児Ie(らべ、!Il児l:避ひか続きに〈い こ勺ζ遊びの巾心地;1押.Y1
物.fil骨た，たため.おりさん.お姉さん役が中心て.男の fの役書'1とし
て日、かりにくか勺たのてあろうか{
'61 I;i:l:.錨iIiについて
A.姉t吐かも、けむいのではむ〈、こ ヲζ U)中のi(!生かAや猫V)(肱の垂
盤1.，'1であること号世』闘できるよヲfi関係を作，ていくことがA'Jl
f書J号~本日IlI1fl' I (-どもたちのいる下i1i1)
「ー_-l
?
?
?
???、? 児童学
って保育者間で検討したζとをもとに次のような「乙'っ
乙遊びのまとめJ(表11)を行っている。
IV.実践記録の分析による保育研究の必要性と
問題点
l 第三者に伝わる保育研究を
日本保育学会の第37回大会のシンポジウム目として「保
育研究のあり方をめぐって」がくまれた。乙の提案者と
して三人のシンポジストが提案をしている。乙のうち二
人が，実践記録をとり保育研究をすすめる乙との必要性
を指摘している。
吉村は保育者と研究者の関係が変化してきた乙とを述
べ，現在は「保育者が研究者を兼ね.再び学者 ・研究者
と協業して保育の質をたかめていく時代」であると述べ，
現場の保育者の今後の課題として次の三点をあけ'てい
る15)
①ひとりひとりが小さな研究者である自覚を持つ
②自分の実践を第三者にも理解される乙とばで表現す
る習慣をつける。
①圏内研究をさかんICする
乙のように吉村は保育研究には「第三者1:も理解され
る乙とばで表現する乙とJが必要である乙と，つまり実
段記録を容く乙との必要性を指摘しているのである。さ
らに f保育者仲間だけで共感し合い満足しているだけで
は進歩は望めなし、」また 「乙とばで説明できない乙とは
考えていなし、」とまで書いている。そして保育者は形容
詞を多用するが.乙れでは共通のフィーノレドを持たない
人lζは理解が困難であるし，受けとる例の解釈が)'f，なっ
たものになると書いている。たとえば 「生き生きとJと
か「元気よく 」とか「たのしそうにjでは何を伝えよう
としているのかl凄味なのである。それゆえ保育者は，乙
のような暖昧な表現をするにいたった「具体的な事実J
を乙そ伝えなければならない.というのである。
また同じシンポジストの一人でもある森上は.r実証的
態度の方法の必要性」の中で「実践研究では日々の保育
の営みの中で感じている『直観Jや『実感』から出発す
る乙とが多い。それは間違いではないが，それのみにと
どまっていてはならない。なぜなら，それが単なる印象
に過ぎない乙とも多いからであるJ16)と述べて，保育者
には実証的態度と方法にもとづく実践研究が欠かせない
乙とを指摘している。実証的研究とは吉村の言うとζろ
の 「第三者にわかる」研究である。森上の指摘する実証
的研究をおしすすめるためにも保育実践を具体的事実と
して記録する必要があるのではないだろうか。つまり研
究が研究者の一人よがりにならないように.つまり普遍
性を確保するためには.r異なる個人の問での検討に耐え
る実践記録Jが乙とばで普かれ.それを資料にした実.tiE
的研究がなされなければならないのである。
森上は保育研究には①乳幼児による研究と②乳幼児の
ための研究があると述べて，後者は 「現場の実践の向上
を目さした研究」であると言う。私も保育研究は厳終的
fL保育実践にプラスになるような成果をもたらす乙とが
必要であると考える。「段終的にjとしづ意味は，保育研
究が直接に保育実践を研究対象とする必要もないし.ま
た直緩保育実践をする七でプラスになる成果を導き出す
必要もないという乙とである。つまり保育研究はその目
的・方法は多種多様にわたるのである。現iζ行なわれて
いる保育研究をみれば乙れは明らかだろう。
では，保育研究が直接円々の保育実践を対象としてい
る研究はどのような意味で保育実践にプラスになってい
るのだろうか。乙の問題乙そ私がとりくんでいる問題で
ある。本研究も乙の問題を解決しようとする一つの試み
である。私が現在の時点で言いうることは，実践記録を
研究対象にすえる時のすえ方，方法を確立してし、かなけ
ればならない。しかし，乙の方法がまだほとんど確立し
ていないという乙とである。より具体的に言えば実践記
録をとりその分析を通して保育研究をすすめていくうえ
での出発点ともいえる，r実践記録のとり方」をまず研究
する必要があるという ζとである。 「実践記録のとり方J
とは.r実践そのものJをどのような「乙とば」にどのよ
うにしておきかえるか，という乙とである。
この乙とは吉村の指摘した I第三者にも理解される ζ
とば」で実践を記述するために具体的事実を書く必要が
ある，という乙となのであるが，研究しなけれ』まならない問題
は「定解される」とはどういうととか， r具体白主会Jと
は一体仰なのか，ということを明らかにする乙となので
ある。
2. 実践記録の分析による研究を
1.で轡いたように「実践記録の分析による研究J
Kは，実践記録がどのようにどんな乙とばで舎かれるか
が研究の質を決めると言ってよし、。 「分析」もとの実践記
録として脅かれている 「乙とば」についての分析である。
ζζでillζ紹介した研究会での経験から実践記録の分
析による研究の意義と問題点を書く。
(1) 実践記録の分析による研究の意義
①保育実践の質を高め深める乙とができる
②子どもをよくみて子どもについてよく考えるよう
になる。
③保育の具体的な生きた記録として筏す乙とができる
③保育を保育者以外の人々と共有する乙とができる
(20) 
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(21 実践記録の分析κよる研究の問題点
1実践記録だけでは研究に不卜分，tj~Tf歴，子ども
の生活段境，親の巧ーえ方とチ育てのみー法，などに
ついての資料も必要
②外にあらわれた行動のみに1がうはわれる。子ど
もの気持ちゃ保育省の願いや思いについても検討
しなけulまならない。
3研究に参加する者が対等』ζ発言しにくい。他人の
実践を批判lしKくし、。また実践者でなくても記録
をとおしてflF制ζ発I~.することが必要。
以仁の意義と問題点は lでも占いたような考え}jから
すれはまだまだ一般的なものである。しかし研究会のわ
ずかな歩みから，実践記録の分析による保育研究は，
①具体的事実にもとづいて保育を考えるという乙とで
ある。夫践記録の場面は，保育全体;の一部にすぎな
いが一部である乙とに変わりはない。ゆえに:l.'l:重で・
ある。この具体的な'JJ:廷をみる乙とによって新しい
事実を発見するよろ乙びがある。
②保育を13L図的なものにし，それを円党的lζIX省し.
保育方法をより適切なものにし，保育内容を工夫し
保育観を深めるととができる。つまり新しい保育を
創造するよろこびかある，といえる。
V，実践記録を書 く目的と方法
i 実践記録を3く目的を.私は次のてっiζ婆約する。
(1)保育研究の資料にするため
(2) 保育の記録として妓すため
(1)の目的を満たす実践記録は(2)の目的にもかなうもの
になる。また(2)の日的を満たす実践記録は(1)のH的tζか
なうものである万が望ましし、。
2. 保育研究における実践記録の位凶
保育研究のサイク Jレを考えてみると次のように凶示で
きる。
幽l 保育研究のサイクノレ
<保育理論の質的向上，深化>
3 実践記録，保育実践，分析・検討，の関係
実践記録を書く方法を明らかにするためには，実践記
録を喜子くことを， r:l!}く前H.!fいている続中Jr書いた後j
IC灰別してそれぞれの}j法をJ7えるとわかりやすし、。
乙のように三つに区別してJ7えるやり方は，保育実践
を行う煽合にも.実践記録を分析する場合にもあてはめ
て考えられる。
また上述したように保育研究のサイクルの中では，実銭
d己録は保育実践と分析 ・検討の間にあってー速の研究活
動の一郎である。それゆえ当然の乙とながら実践記録を
Sく自がJ.方法もそれぞれ保育実践の目的，}j法と，そ
してまた，分析の目的 ・方法と密接に関連している。次
にその関係を凶示してみた。
(21) 
図2. 保育実銭，実践記録.分析・検討、の関係
保何~ r‘争~<< I<! u====分折田検 1
幽2をみてもわかるように記録の対象は保育実践とい
う現象である。そして分析 ・検討の対象はその実践の記
録であり記録の乙とばである。
実践をするにも，記録を啓くにも.分析 ・検討をする
にもそれぞれその目的がある。そしてその日的は相互に
関係しあっている。つまり何を目的にどんな実践が行わ
れるかは.記録をとる目的をたてるうえにも.実際に記
録をとるうえκも密接に関係しているのである。またど
んな目的でどのよのような記録が占かれたかによって，
分析 ・検討の質が大きく決定されるのである。
4 実践記録を23く方法
書くノヴ法については，いわゆる 5WIHを考えてみる
とよし、。
(1) 推が記録するか
①実践しながらぷ録し，後で不備な点を補う。
〔実践者=記録省〕
@記録者が実践を観察し"己録する。〔記録者]
③記録者が記録し，後で実践者が協力して記録を繍
つ。
(2) いつ記録するか
①向由遊びの時間
②設定保育の時間
③給食，午睡などの時間
④その他
(3) 何を記録するか
①子どもの行動
②保育者の行動
??
?
?
，
?
? 児童学
③子どもの相互関係
④保育環境
⑤その他
(4) どのように記録するか
記録の書き方，様式については， Iの2，および
Eの実際例を参照
(5) なぜ記録するのか
(9) 実践記録をとりやすく，また分析しやすくするた
めの様式を工夫する。。0)研究会iとおいて実践記録の不備な点を街摘しても
らい書き改める。またこの批判を次の記録を書くうえで
の参考にする。
山実践記録を整理して蓄積する。
記録をとる具体的な目的を決めて記録するととが 文 献
重要である。記録するという乙とは，結局無限κ存 1 )立川多恵子，西野紀代子:保育専科，8頁(1983，
在している事実の中から記録する必要があると記録 的
者が判断する事実を選択して，自分のことは)ζおき 2 )同上，17頁
かえるという作業なのである。いわば何を書くか， 3)松岡悦子 :現代保育，チャイノレド本社.22頁，
どんなことばで書くか，実践の事実そのもの(これ (1984， 8) 
は把握しょうがない)を2重のふるいにかけている 4 )同上， 2頁
のである。 5)同上，26頁
(6) 誰lζ書くのか 6 )向上，30頁
実践記録は実際の実践を見たζとのない人.実践 7 )同上.26頁
現場を知らない人.実践者を知らない第三者K，こ 8 )渡辺弘純:現代と保育，さ ・さ・ら書房，140頁.
とばを通して実践を伝えることである。 (1980)
9 )東京保育問題研究会編:保育の現場から 保育一元
化を求めて，動車書房.38頁 (1980)，i伝え合い保
育」とは.i明日の主権者である子どもたちを，全面
的lζ発達した民主的な人格として形成する ζとをめ
ざし，大人と子ども子どもと子どもの問で要求や感
動ゃ認識を'伝え合う，ことによって子どもたちの
認識を認かなものにし，かっ子ども集団の質を高め
めてゆき，それによって子どもたちの人格発達をは
かる保育のあり方である。J
5. 最後に実践記録を書けるようになる手だてを示す。
(1) まずとにかく文字lζ書きあらわすζと，つまり「か
たちJとして残すことである。
記録をとる時聞がなL、からという理由で，i話し合い」
によって実践が語られる乙とが多い。「話し合~\.Jはその
場限りになりやすい。
自分にできる方法でことばI[書きとめる，書きだして
みる乙とから実践の記録化ははじまるのである。
(2)書いたものを自分で読みかえし，書かれたととば
だけから何が伝わるのかを検討してみる。
(3) (1)で書いたことばを他のことばに書き改めた方が，
より的確に実践そのものを伝えるζとになると恩われる
ように書き改めてみる。乙の時他人の書いたものとして
冷静に論理的に読みなおす乙とが必要である。
(4) (1)で書いたもの， (3)で書き改めたものを他人I[読
んでもらい他者にとのように伝えられるかを検討する。
(5) (1)-(4)をくりかえす乙とにより実践記録が記録者
の主観的な印象におわらないような乙とばで表現するよ
うに修練する。結局実践記録を書く乙とは乙れをくりか
えすことである。
(6) 相EI.Iζ記録を交換しあい批評しあう。
(7) 保育実践のどこを記録するか，記録のねらいを明
確にもって記録をとってみる。
(8) 記録lζ必要な事項(記録場面，記録日時，記録者，
関連事項，反省など)を記入する。
10)向上，155頁
11)大場牧夫 :保育の実践と理解，ひかりのくに，皿頁
(1982. 1版)
12)津守 真他.人間現象としての保育研究，光生館，
12頁(1977.3版)
13)参考文献として次のものをあげた。坂元宏、芳著 「教
育実践記録論jあゆみ出版， (1980)，重松鷹泰者「授
業分析の方法J，明治図書.(1975， 13版)，東京保育
問題研究会編「保育の現場からj動車書房，(1980)， 
津守 真他共著.i人間現象としての保育研究」光生
館， (1977)，季干!JI保育問題研究」特集 ・実践を記
録する，(1980， 8) 
14)字佐美寛は， i文章としての授業記録jの中で授業研
究においては 「授業」と 「授業記録Jとを峻別する
乙とが必要であるとして次のように書いている。字
佐美寛著， i授業iととって『理論』とは何かJ，明治図
書， 152頁 (1978)
(22) 
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「佼業記録は綬業そのものではなし、。授業そのもの 15)古村点廻ヂ:保育研究のあり方をめぐって.日本保
は知りきれるようなものではない。綬業を見ている 育学会第37回大会研究論文集.8頁. (1984) 
湯合でさえ，ある観点から.ある部分を見ているに 16)鎌上史朗:保育研究の在り方をめぐって一保育の突
すぎなし、。ぷ識とは抽象なのである。授業記録は， 践を支え高めるための研究の在り方を考える .円
乙とばの形で綬業を抽象した文章である。それは俊 本保育学会第37回大会研究論文集.IOt.i (1984) 
業そのものの事実の一部分を報告し，それについて
ふじたものである。つまり，授業記録とは， 組くい
って①綬業恒夫の報告と.②授業論との二部分を合
む文市である。」
Summary 
I al ms of the study 
(昭和田年 IR 6口受PH)
日someexamples of research of practlce 10 preschool institutions 
1. from preschool journals 
2. other examples 
m our reports of study on research methods of practice in nursery school 
JV necesslty and problems of l'esearch by records of practlce 
V al ms and methods of recordmg observatlOn 
(23) 
